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有害物質を含む࣪しਫを用しな
い、ਫなしҹࣜํにてҹして
います。

発性有機化合物（7OC）を含まش
ない২物༉100�の/PO�7OCイ
ンΩを用しています。

だれにもಡみやすい、Ϣニバーα
ルσβインϑΥントを用してい
ます。

ద切に管理されたྛからの材
製品で͋ることを証໌する、̨̛̘
ྛ認証ࢴを用しています。
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と8FCそれͧれのメσΟアの特性を活かしたレϙーテΟࢠ
ングを行っています。ࢠ൛ではॏ要性の高い、または社会か
らの関心の高い項目にߜって、ಡみやすく、かつわかりやすく
հしています。また8FC൛ではC43等の取り組み全体をཏ
的に掲載しています。

本報告ॻは、企業理೦に基ͮくカルビーグループの社会的任
（CPSQPSBUF�4PDJBM�3FTQPOTJCJMJUZ���C43）に対する࢟や取り組み
について、ステークϗルダーのօ様にわかりやすくおえすることを
目的としています。カルビーは2008年度より報告ॻを毎年発行し、
報告内༰のॆ実にめてきました。
本報告ॻでは、Ҏ下の点にཹ意してฤूしています。
˔特ूでは、ここ年で急成長をげた「ϑルグラ」にϑΥーカスしま
した。「ϑルグラとαステφビリテΟ」と題し、「ϑルグラ」を通して見る
カルビーグループの取り組みや課題をおえしています。
˔中໘では、各ϖージにて「ॏ要な取り組み」を中心にまとめていま
す。8FCαイトでもཏ的に͝հしていますので、下63ه-より
8FCαイトを͝ཡください。

2017年6月（前回2016年6月）

本報告ॻには、カルビーグループの過去と現ࡏの事実だけでなく、発行
時点における計画や見通しなどのকདྷ予ଌが含まれています。このক
དྷ予ଌは、هड़した時点で入手した報に基ͮいた仮定ないしஅで͋
り、ॾ༩݅のม化によって、কདྷの事業活動の結果や事象が予ଌとはҟ
なったものとなるՄ性が͋ります。
また、各報告σータはॲ理をしているために合計が合わない項目が
͋ります。
ಡ者のօ様には、Ҏ上をྃ͝ঝいただきますよ͏おئいகします。

2016年度（2016年4月1から2017年3月31ま
で）。ただし、一部に2016年度よりも前、または2017年
度Ҏ߱の活動報告も含Μでいます。

ス
ς
ồ
Ϋ
ϗ
ϧ
μ
ồ
ʹ
ͱ
ỳ
ͯ
ͷ
ॏ
ཁ
ੑ

ΧϧϏʔάϧʔϓにͱͬ ͯのॏཁ性

8FCαΠτɹ社ձ・׆ڥಈ
社ձ・ڥใࠂॻ（ຊࢽ）

ΧϧϏʔάϧʔϓۀاཧ೦ ΧϧϏʔάϧʔϓߦಈൣن

ίʔϙϨʔτϝοηʔδ

ใࠂϝσΟΞʹͭいͯ ฤूํ ରؒظ

ର組৫

たΨΠυϥΠϯ͠ʹߟࢀ

ظ࣌ߦൃ

ΧϧϏʔάϧʔϓϏδϣϯ

ɺࣗͪͨࢲ વのܙΈΛେに͔͠׆ɺ
͓͍͠͞ͱָ͠͞Λͯ͠ɺ

ਓʑの݈͔ͳ Β͘͠に͠ݙߩ·͢ɻ

һͱͦͷՈ͔Βɺۀैʹ࣍٬ɾऔҾઌ͔Βɺސ
ͦͯ͠ίϛϡχςΟ͔Βɺޙ࠷ʹ株ओ͔Β

ଚ͞ܟΕɺ͞ࢍΕɺͦ ͯ͠Ѫ͞ΕΔձࣾʹͳΔ

๏ྩ͓Αͼ
ࣾ会ൣنの९क

�

の๏ྩ、社ձ規ݱ֎やւࠃ、たͪはࢲ˔
ൣ、社֎のॾ規則やϧʔϧをकりߴ、 い
ྙཧ؍にͮجいて、社ձに৴པ͞Εるެ
正でྑࣝ͋るا業活ಈにΊ·すɻ

͓٬༷ຊҐのపఈ�

たͪは、ԿΑりお٬༷がୈҰで͋る͜ࢲ˔
とをపఈし、お٬༷かΒߴい৴པとຬを
けるΑ͏、̓ શで質のߴい製とαʔ
Ϗεの提ڙにΊ·すɻ
�たͪは、70$ʦ7PJDFࢲ˔ PG� $VTUPNFS
ʢお٬༷のʣʧをا業活ಈ的֬にө
し、৽たなՁの造をࢦし·すɻ
たͪは、ੜ活ऀҰ人ͻとりのχʔζにࢲ˔
おԠ͑する提Ҋを௨͡て、৯ੜ活の࠼を
๛かにしʮ݈やかな͘ Βしʯにݙߩし続け·すɻ

�員のଚॏۀै
いに個人をଚॏし、୭がޓ、たͪはࢲ˔
活き活きとಇ͘͜ とができる৬ͮ り͘に
Ί·すɻ

、たͪは、νʔϜϫʔΫをେにしてࢲ˔
શһࢀՃでڞ௨ඪのୡをࢦし·すɻ

たͪは、Ҭ社ձで活༂するҰ人ࢲ˔
ͻとりのϓϨʔϠʔとして自Βの能ྗをຏき
続け·すɻ

ެฏ͔ͭެਖ਼ͳ
ஙߏのؔ

�

たͪは、お٬ࢲ˔ ・༷औҾઌ・ג主を࢝Ίと
するશてのؔऀとのؒでެ平かͭެ正
なؔҡ࣋にΊ、ا業の社ձ的を
Ռたし·すɻ
をਂΊてྗڠたͪは、おಘҙઌとのࢲ˔
૬ޓにՁをग़し、ڞརڞのؔを
ஙし·すɻߏ

�ޢのอશ・อݯࢿ・ڥ

のอશにऔり組Ήとڥٿたͪは、ࢲ˔
とに、লΤωϧΪʔ活ಈをਪਐしٿ
にΊ·すɻޢのอݯࢿ
業でಇ͘人ʑやͦのړ・たͪは、業ࢲ˔
とΑりਂ݁͘ͼͭいたωοτϫʔΫを࢈
みʯをେに活かしてܙஙしてʮ自વのߏ
いき·すɻ

Ҭࣾ会のݙߩ�
たͪは、自ΒがҬ社ձのҰһで͋るࢲ˔
͜とをೝࣝし、Ҭ社ձとの調や࿈ܞ
にΊるととに、ྑ きا業ࢢຽとして
活ಈにऔり組み·すɻݙߩ的に社ձۃੵ
ͦ、にࡍ͏ߦ業をࣄたͪは、ւ֎でࢲ˔ の
社ձࡍࠃ、をଚॏし׳ҬのจԽ・श・ࠃ
のൃలにݙߩし·すɻ

カルビーࣜג会社を中心に、グループ会社に関する報
告も一部含Μでいます。

˔環境省「環境報告Ψイドライン（2012年൛）」
˔(3*「(4�αステφビリテΟ・レϙーテΟング・Ψイドライン」
˔*4O26000

ฤूํ
ΧϧϏʔάϧʔプͷ͋ΏΈ
τοプϝοηʔδ
ੈքʹ͕ΔΧϧϏʔάϧʔプ
ࣈͰݟΔΧϧϏʔάϧʔプ

ϑϧάϥ�ͱαεςφϏϦςΟ
ʦࣾձͷऔΓ組Έʧ
ɹ࣭ΛߴΊΔऔΓ組Έ
ɹ͓٬༷ͷΛௌ͘औΓ組Έ
ɹ͓औҾઌ༷ͷͨΊʹ
ɹैۀһͷͨΊʹ
ɹμイόʔγςΟͷऔΓ組Έ
ɹҬࣾձͷͨΊʹ
ʦڥͷऔΓ組Έʧ
ɹڥϚωδϝンτ
ɹԹஆԽࢭͷऔΓ組Έ�
ɹݯࢿͷ༗ޮ׆༻
ɹڥコϛϡχέʔγϣン
ʦϚωδϝンτʧ
ɹコʔϙϨʔτ・Ψόφンス
ɹコンプライアンス・リスク管理
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˞2017年൛の8FCαイトは2017年8月にެ開予定です。
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小ഴคから͋られの製
ٕज़開発に成ޭ。
シンϘルΩϟラクターと
して清ਫ画ഢのかっͺ
のσβインを࠾用。

業者のদඌが༮い
時に৯たエビのఱ
らから着想をಘて生。

1976年に「のりԘ」、
1978年に「コンιメ
ύンチ」を発ച。

生のじゃがいも
を原料にった
品を初めて
発ച。

、どもたちだけでなくࢠ
事で活༂するঁ性た
ちのே৯にもシリアル৯
品をར用してもらいたい
との思いから生。

中も༰ثもそれまでの
品とは全く違͏新しい
タイプの品として生。

2003年発ചの「じゃが
ϙックル」の評をもと
に全ࠃ展開をめ͟す
品として開発。

ܕタイプの成ܕϙテト
チップスを「͏すしおຯ」
「コンιメύンチ」の2ຯ
で発ച。

ʠօ様の݈߁に役立つ品ͮくりをしたいʡとの思いから
ミネラルの中でもද的なカルシムの「カル」と、
ビタミンB܈の中心的なӫཆૉで͋るビタミンB1の「ビー」を組み合わͤ
「カルビー」とい͏会社は生しました。
められた意ຯやじゃがいもをはじめとするࠐたちは、この社名にࢲ
ࡊや果物など自然のܙみを大切にし、
社会やお客様がٻめる品をੈք中におಧけしてきました。
この思いは「やめられない、とまらない」
カルビーグループの%/"です。
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小ഴคから͋られの製
ٕज़開発に成ޭ。
シンϘルΩϟラクターと
して清ਫ画ഢのかっͺ
のσβインを࠾用。

業者のদඌが༮い
時に৯たエビのఱ
らから着想をಘて生。

1976年に「のりԘ」、
1978年に「コンιメ
ύンチ」を発ച。

生のじゃがいも
を原料にった
品を初めて
発ച。

、どもたちだけでなくࢠ
事で活༂するঁ性た
ちのே৯にもシリアル৯
品をར用してもらいたい
との思いから生。

中も༰ثもそれまでの
品とは全く違͏新しい
タイプの品として生。

2003年発ചの「じゃが
ϙックル」の評をもと
に全ࠃ展開をめ͟す
品として開発。

ܕタイプの成ܕϙテト
チップスを「͏すしおຯ」
「コンιメύンチ」の2ຯ
で発ച。
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ビタミンB܈の中心的なӫཆૉで͋るビタミンB1の「ビー」を組み合わͤ
「カルビー」とい͏会社は生しました。
められた意ຯやじゃがいもをはじめとするࠐたちは、この社名にࢲ
ࡊや果物など自然のܙみを大切にし、
社会やお客様がٻめる品をੈք中におಧけしてきました。
この思いは「やめられない、とまらない」
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$&0ϝοηʔδ

が࢈ࡒがカルビーに入社した初、こΜなによいࢲ
͋るのに、なͥそれほどかっていないのだΖ͏ と考
えました。そこからさま͟まな改ֵを行ってきました
が、その結果、カルビーগ͚ͩ͠มΘΔ͜ͱ͕Ͱ͖
ͨͱ͍ࢥ·͢ɻそれが今の実につながっているの
だΖ と͏考えますが、最ۙ、そのスϐードがಷ化して
いることは否めまͤΜ。「࣍の一手」がないからです。

カルビーはもともと小ഴや小エビ、じゃがいもなど、
ຊͰ͋·ΓΘΕ͍ͯͳ͔ͬͨݯࢿΛࣾͯͬձ
ΜͩձࣾͰʹ࣭ؾΔɺΠϊϕーγϣン͢ݙߩʹ
͋ͬͨはͣです。「ϑルグラ」は、これまでの本の
ே৯にແかったものとして、おӄ様で評をいただ
き、スφック事業に続くே৯事業とい͏の開
にݙߩしましたが、これに続くୈ̏ 、ୈ̐ の柱を築い
ていかないといけない。理۶じゃなく͕Ή͠ΌΒʹ
औΓΉ͕࢟ඞཁなのです。

ΧϧϏʔの%/"Πϊϕʔγϣϯそのの

そのためにはもっとՌʹͩ͜ΘΒͳ͍ͱ͍͚·
ͤΜ。ࢲがコミットメント（約ଋ）̱ アカンタビリ
テΟ（結果任）（本誌P30参照）を取り入れている
のもそのためです。他にもಇきํ改ֵ、ΦϑΟス改
ֵ、コストリダクション、Ψバφンス強化、ダイバー
シテΟと、いΖいΖなことに取り組Μできました。よ
くカルビーは、ঁ 性の活༂ਪ進が進Μでいるとݴわ
れますが、ࢲはそ͏は思いまͤΜ。むしΖいくら
いです。

いΖいΖ足りないとこΖは͋りますが、それはまだ
৳ͼ͠Ζ͕͋Δとい こ͏とです。カルビーはこれから
まだまだ成長できます。ࢲは新年のѫࡰで従業員に
向け「ෛけてたまるか」とい メ͏ッセージを発信しまし
た。そ͏、·ͩࢭ·ΔΘ͚ʹ͍͔ͳ͍ͷͰ͢。
そして本のカルビーから、ੈ քのカルビーにして
いきたい。ࠔでは͋りますが、それだけにやりがい
が͋ります。ڪれていてはԿもできまͤΜ。カルビー
はこれからもઓを続けながら、成長してまいります。
これからもカルビーに、ͥ ひ͝期待ください。

ੈքΛ૬खʹ͢るたΊʹઓ͠ଓけ·͢

2�16ɺࣗ વࡂΛ͡め͞·͟·ͳࠔに໘͠·ͨ͠ɻ
εςʔΫϗϧμʔのօ༷に͝৺͝Λ͓͔͚͍ͨ͠·͕ͨ͠ɺ
օ༷の͝ࢧԉͱ͝ԉに͑ࢧΒΕɺΧϧϏʔάϧʔϓैۀ員Ұಉɺ
全ྗΛਚ͘͠ ͯվળにめͯ·͍Γ·ͨ͠ɻ

名Λ͢ຖにۤځのに͋Γ
にΑる࣌のഊるるଟ͘ಘҙのࣄ

にɺΧϧϏʔͬͱྑ͍ձ社にͳΖ͏ͱɺܾػΛࠔ ҙΛ৽ͨに͠·ͨ͠ɻ
օ༷の͝ظͱ͝ԉにԠ͑ΒΕ·͢Α͏Ҿ͖ଓ͖ྗͯ͠·͍Γ·͢ɻ

カルビーɺ·ͩ·ͩͷ్த
ෛ͚ΔΘ͚ʹ͍͔ͳ͍ͷͰ͢

দຊߊ�ද取締役会長�݉�C&O
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が࢈ࡒがカルビーに入社した初、こΜなによいࢲ
͋るのに、なͥそれほどかっていないのだΖ͏ と考
えました。そこからさま͟まな改ֵを行ってきました
が、その結果、カルビーগ͚ͩ͠มΘΔ͜ͱ͕Ͱ͖
ͨͱ͍ࢥ·͢ɻそれが今の実につながっているの
だΖ と͏考えますが、最ۙ、そのスϐードがಷ化して
いることは否めまͤΜ。「࣍の一手」がないからです。

カルビーはもともと小ഴや小エビ、じゃがいもなど、
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͋ͬͨはͣです。「ϑルグラ」は、これまでの本の
ே৯にແかったものとして、おӄ様で評をいただ
き、スφック事業に続くே৯事業とい͏の開
にݙߩしましたが、これに続くୈ̏ 、ୈ̐ の柱を築い
ていかないといけない。理۶じゃなく͕Ή͠ΌΒʹ
औΓΉ͕࢟ඞཁなのです。

ΧϧϏʔの%/"Πϊϕʔγϣϯそのの

そのためにはもっとՌʹͩ͜ΘΒͳ͍ͱ͍͚·
ͤΜ。ࢲがコミットメント（約ଋ）̱ アカンタビリ
テΟ（結果任）（本誌P30参照）を取り入れている
のもそのためです。他にもಇきํ改ֵ、ΦϑΟス改
ֵ、コストリダクション、Ψバφンス強化、ダイバー
シテΟと、いΖいΖなことに取り組Μできました。よ
くカルビーは、ঁ 性の活༂ਪ進が進Μでいるとݴわ
れますが、ࢲはそ͏は思いまͤΜ。むしΖいくら
いです。

いΖいΖ足りないとこΖは͋りますが、それはまだ
৳ͼ͠Ζ͕͋Δとい こ͏とです。カルビーはこれから
まだまだ成長できます。ࢲは新年のѫࡰで従業員に
向け「ෛけてたまるか」とい メ͏ッセージを発信しまし
た。そ͏、·ͩࢭ·ΔΘ͚ʹ͍͔ͳ͍ͷͰ͢。
そして本のカルビーから、ੈ քのカルビーにして
いきたい。ࠔでは͋りますが、それだけにやりがい
が͋ります。ڪれていてはԿもできまͤΜ。カルビー
はこれからもઓを続けながら、成長してまいります。
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2016年度は北海道をऻった風被害によるじゃが
いも不足などが͋り、お客様やお取Ҿઌ様をはじめ
ステークϗルダーのօ様には大มな͝をおかけ
いたしました。自然災害とはいえ、こ͏ したリスクも含
めた事業設計に、足りない部が͋ったことは否めま
ͤΜ。今後は生࢈者様との連携をより強ݻなものに
していくとともに、࢈地の֦大や新たな生ٕ࢈ज़の
開発に取り組むほか、ީؾมಈʹର͢Δதظత
。͢·͍ͯ͡ײͷඞཁੑΛ͋ΒͨΊͯࡦͰͷରࢹ

2016年度は「ϑルグラ」の成長、新製品「ϙテト
チップスクリスプ」の調などによりച上、རӹとも
に過去最高を更新することができましたが、ຬ足で
きる内༰とはݴいいঢ়گです。「୯にചる」とい͏
やりํではなく、Ӧۀɺ։ൃɺੜ࢈ͳͲશࣾͰҰମ
ͱͳͬ ʮͯΠϊϕーγϣンʯΛ͓͜͠ɺօͰ新͍͠カ
ルビーΛ͍͔ͭͬͯ͘ͳ͍ͱ͍͚ͳ͍と思ってい
ます。

ϦεΫʹෛ͚ͳ͍ڧਟͳ͘͠ΈΛͭ Γ͘
ੜऀ࢈Ҭͱͱʹɺൃ ల͍͖ͯ͠·͢

՝͕໌ʹͳͬた�で͠た

そのためにࢲ達がਪ進しているのが、ಇきํ改ֵ
を含めたダイバーシテΟと、社会ݙߩ活動、そして
。経営です߁݈
ダイバーシテΟに関しては「なでしこฑ」に4年連
続でબれるなど評価をいただいていますが、実
のとこΖ、ͦ Ε΄Ͳಇ͖ํվֵਐΜͰ͍ͳ͍ͱ
。今はまだそのしくみをつくっただけ。͢·͍ͯͬࢥ
も͏一つの柱で͋る݈߁経営と͋わͤて、本の
意ຯでのಇきํ改ֵがඞ要です。
その݈߁経営ですが、2016年度は社長直のϔ
ルεέΞҕһձを設立したほか、2016年10月に
ʰカルビーάルーϓ݈߁એݴ をɦ発ද、͋ らためて݈
もࢲ、しݴ的にਪ進していくことをએۃ経営をੵ߁

自ら実ફしています（本誌P31参照）。その結果、「݈
経営༏ྑ法人2017（大規法人部）ʙϗϫイ߁
ト500ʙ」の認定をいただきましたが、これからもશ
ͯͷैۀһ͕ΠΩΠΩͱಇ͚Δͮڥ Γ͘ΛਐΊͯ
·͍Γ·͢。
また、カルビーグループとして「みちのくະདྷ基ۚ」
をはじめとする被災地支ԉやࢠ育て支ԉ、環境ඒ化
など社会ݙߩ活動にੵۃ的に取り組Μでいます。
2016年度は風被害の͋った地Ҭへさま͟まな
復ڵ支ԉをさͤていただきました。自然災害に多く
みまわれたことで、カルビーはҬͷօ༷ʹ͑ࢧΒ
Εͯ׆ۀࣄಈ͕Ͱ͖͍ͯΔのだとい͏ことを͋らた
めて認識しました。

ΧϧϏʔのܧଓతͳのたΊʹඞཁͳ͜ͱ

カルビーͷαεςφビϦςΟੜऀ࢈ͷํʑͱͱ
ʹൃల͢Δことແしには成り立ちまͤΜ。そのため
には࢈։ൃʹੵۃతʹऔΓΜͰ͍͘ほか、ෛ୲
ͷେ͖͍ۀ࡞ͷࢧԉɺଟ༷ͳ࡞ͷ׆༻など、
いΖいΖなଆ໘から生࢈者のํとの共生の道を
୳っていきたいと考えています（本誌P28参照）。
さらにカルビーが最も大切にしている「お客様」に
対する任についても、さらにਂく考えていくඞ要
が͋ります。おいしい品をఏ供するだけでよいの

か、トータルとしてバランスのとれた৯生活にݙߩ
するඞ要が͋るのではないか。このよ͏にもっとࢹ
をく、長期的なࢹ点で事業をଊえ、そこに力
していくことで、͓ ٬༷ʹɺͦ ͯࣾ͠ձʹカルビーͳ
ΒͰͷՁΛ͝ఏڙͰ͖Δものと考えています。

今後もカルビーはステークϗルダーにଚܟされ、
。され、Ѫされるよ͏取り組みを進めてまいりますࢍ
͝理ղ、͝ 支ԉをよΖしくおئいします。

ੜऀ࢈ͱͱʹҬͱͱʹ

ҏ౻�लೋද取締役社長�݉�COO

৯の安全・安心を守る取り組み
お取Ҿઌ様とのڠ力による品の安定供給
環境に配ྀした企業活動

ダイバーシテΟのਪ進
地Ҭに根͟した社会ݙߩ活動
コンプライアンス・リスク管理

カルビーάルーϓͷ$4R׆ಈʹ͓͚Δॏ՝（ϚςϦΞϦςΟ）

カルビー（ג）�社会・環境報告ॻ201708



TOP MESSAGE

$00ϝοηʔδ

2016年度は北海道をऻった風被害によるじゃが
いも不足などが͋り、お客様やお取Ҿઌ様をはじめ
ステークϗルダーのօ様には大มな͝をおかけ
いたしました。自然災害とはいえ、こ͏ したリスクも含
めた事業設計に、足りない部が͋ったことは否めま
ͤΜ。今後は生࢈者様との連携をより強ݻなものに
していくとともに、࢈地の֦大や新たな生ٕ࢈ज़の
開発に取り組むほか、ީؾมಈʹର͢Δதظత
。͢·͍ͯ͡ײͷඞཁੑΛ͋ΒͨΊͯࡦͰͷରࢹ

2016年度は「ϑルグラ」の成長、新製品「ϙテト
チップスクリスプ」の調などによりച上、རӹとも
に過去最高を更新することができましたが、ຬ足で
きる内༰とはݴいいঢ়گです。「୯にചる」とい͏
やりํではなく、Ӧۀɺ։ൃɺੜ࢈ͳͲશࣾͰҰମ
ͱͳͬ ʮͯΠϊϕーγϣンʯΛ͓͜͠ɺօͰ新͍͠カ
ルビーΛ͍͔ͭͬͯ͘ͳ͍ͱ͍͚ͳ͍と思ってい
ます。

ϦεΫʹෛ͚ͳ͍ڧਟͳ͘͠ΈΛͭ Γ͘
ੜऀ࢈Ҭͱͱʹɺൃ ల͍͖ͯ͠·͢

՝͕໌ʹͳͬた�で͠た

そのためにࢲ達がਪ進しているのが、ಇきํ改ֵ
を含めたダイバーシテΟと、社会ݙߩ活動、そして
。経営です߁݈
ダイバーシテΟに関しては「なでしこฑ」に4年連
続でબれるなど評価をいただいていますが、実
のとこΖ、ͦ Ε΄Ͳಇ͖ํվֵਐΜͰ͍ͳ͍ͱ
。今はまだそのしくみをつくっただけ。͢·͍ͯͬࢥ
も͏一つの柱で͋る݈߁経営と͋わͤて、本の
意ຯでのಇきํ改ֵがඞ要です。
その݈߁経営ですが、2016年度は社長直のϔ
ルεέΞҕһձを設立したほか、2016年10月に
ʰカルビーάルーϓ݈߁એݴ をɦ発ද、͋ らためて݈
もࢲ、しݴ的にਪ進していくことをએۃ経営をੵ߁

自ら実ફしています（本誌P31参照）。その結果、「݈
経営༏ྑ法人2017（大規法人部）ʙϗϫイ߁
ト500ʙ」の認定をいただきましたが、これからもશ
ͯͷैۀһ͕ΠΩΠΩͱಇ͚Δͮڥ Γ͘ΛਐΊͯ
·͍Γ·͢。
また、カルビーグループとして「みちのくະདྷ基ۚ」
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ҏ౻�लೋද取締役社長�݉�COO

৯の安全・安心を守る取り組み
お取Ҿઌ様とのڠ力による品の安定供給
環境に配ྀした企業活動

ダイバーシテΟのਪ進
地Ҭに根͟した社会ݙߩ活動
コンプライアンス・リスク管理

カルビーάルーϓͷ$4R׆ಈʹ͓͚Δॏ՝（ϚςϦΞϦςΟ）
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30%
海外売上比率
目標

TOPICS

3.3%
海外売上
比率

2010年度 2016年度
11.5%
海外売上
比率

インドネシアでの生産・販売が
スタートしました

2016年8月、カルビーウィングスフードのカラワン工
場が操業を開始。ポテトチップス、ポテトスナックを発
売しました。新製品のパッケージに日本語を組み入れ
るなど、ジャパンブランドをアピールし、当初の販売計
画を超える発注をいただくなど、ご好評をいただいて
います。

【カルビーウィングスフード（インドネシア）】

日本のランドセルが
フィリピンで大活躍

東京の大森ライオンズクラブ主催の『フィリピン ランド
セルプロジェクト』は小学校を卒業した子どもたちから
預かったランドセルをフィリピンの子どもたちに届ける
事業です。日本から送られたランドセル350個が手渡
されました。カル
ビーＵＲＣからは
Jagabeeなど約
600人分のお菓
子を配らせてい
ただきました。

【カルビーＵＲＣ（フィリピン）】

国内売上比率

Jagabeeの生地、
ホールカットを
つくっています

ハーベスト
スナップスを
つくっています

海外

世界に広がるカルビーグループ
～世界中の人々の健やかなくらしに貢献したい～

カルビーの商品を世界中の人々に楽しんでいただくために、海外への展開を拡大しています。じゃがいもをはじ
めとする野菜などの自然の恵みを大切に活かした商品を、中国・韓国・タイ・シンガポールなどアジア諸国および
欧米諸国の一部で販売しています。

Calbee Group

海外関連会社

イギリス 韓国

香港

台湾

タイ フィリピン

ボードマン

セナトビア

フェアフィールド

アメリカ

シンガポール

オーストラリア

インドネシア

カルビーノースアメリカ
（アメリカ）

カルビータナワット
（タイ）

カルビーフォーシーズ有限公司
（香港）

CFSS有限公司
（中国）

青島カルビー食品有限公司
（中国）

烟台カルビー商貿有限公司
（中国）

ヘテ・カルビー
（韓国）

台湾カルビー股份有限公司
（台湾）

カルビーウィングスフード
（インドネシア）

カルビーUK
（イギリス）

カルビーURC
（フィリピン）

カルビーモウセン
（シンガポール）

カルビーEコマース
（香港）

カルビーオーストラリア
（オーストラリア）

カルビー（株） 社会・環境報告書201710
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2016年度は、ച上・རӹともに過去最高を更新するも、現ঢ়にຬ足することなく、今後も
イϊベーションとコスト・リダクションによる事業活動をਪ進し、ڝ૪力を࣋った強いグ
ローバル৯品企業を目指します。
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環境のม化に対応しながら、お客様に安心して͝ར用いた
だける原料・生࢈・ൢ ച・お客様のおへの全݅対応に取り
組み、ੈ ք中のステークϗルダーから、ଚܟされ、ࢍされ、
Ѫされる企業を目指していきます。

ࣈでݟるΧϧϏʔάϧʔϓ
（2016年度実）

（˞2�17�݄ࡏݱ）

ೖؚΉ外・にΑるࠃ˞
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フルグラ�ͱ

αεςφϏϦςΟ
ಛू

ϑϧάϥʮຊのே৯Λม͑るʯΛίϯηϓτにɺ
のΧϧϏʔΛ୲͏ͱ͠ੈ࣍ ͯੜ͠·ͨ͠ɻ
ੜ͔Β26ɺϑϧάϥ৽͍͠ே৯のΧλνͱ͠ ୈにਁಁ͠ɺ࣍ͯ
օ༷にѪ͞Εるͱ͠·͕ͨ͠ɺͦ ͜にɺ
͞·͟·ͳνϟϨϯδ͕͋Γ·ͨ͠ɻ

ग़ࢢ

ӫཆ
վળ

ίϥϘϨーション

μイόー
シςΟ

ଓՄͳ࣋
ௐୡ

৯ҭ

˔�৯の҆શɾ̓ ৺
ˠP.22ʹࡌܝ

ؔ࿈͢ΔऔΓΈ

ࢹ٬༷͓�˔
ˠP.26ʹࡌܝ

˔�ϥイϑϫーΫόϥンε
ˠP.30ʹࡌܝ

˔�ίϛϡχςΟͱのڞੜ
ˠP.35ʹࡌܝ

˔�ʮʯૉࣾձ
ˠP.42ʹࡌܝ

˔�θϩΤϛοション
ˠP.44ʹࡌܝ
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ʦフルグラͱαεςφϏϦςΟʧ

Πϊϕʔγϣϯ
͜Ε·ͰのͨΓલΛ

ͯ͠ΈΔͱɺ͍ݟ Ζ͍Ζͳ
ͨ͠·Γ͕͋ݟൃ

2010年ࠒ·Ͱは�0ԯԁલޙͷച্ΛਪҠͯ͠い
·͠ ͨがɺ໊Λ「ϑルグラ」ʹ ม͔ࠒͨ͠ߋΒຖ
年֦େ͠ɺ201�年度は2�2ԯԁʹɻ「γϦΞル」ͱ
い͏Λ͑ͯɺ「ே৯」ͱい͏ํ͑ߟチΣンδ͠
ͨ͜ͱがɺେ͖ͳλーχングϙΠントͰͨ͠ɻ

ே৯ࢢʹଧͬͯग़ΔͨΊʹ会ͷদຊが2012年
ʹ্ཱͪ͛ͨプロδΣクトが「ϑルグラ100」Ͱ͢ɻ͜
͜Ͱはੑผ年ޭংྻͱい͏͑ߟはࣺͯͯɺΈΜͳ
ͰいΖいΖͳҙݟΛݴい߹い·ͨ͠ɻͦ ͷ݁Ռ͜Ε
·ͰͷカルビーͰは͑ߟΒΕͳ͔ͬͨΑ͏ͳɺ͞ ·͟
·ͳΞΠσΞがੜ·Ε·͠ ͨɻɹ

ϑルグラΛଟ͘ͷਓʹͬͯいͨͩͨ͘Ίʹɺ͞ ·
͟·ͳɺۀछͱͷίラϘϨーγϣンʹऔΓ組Μ
Ͱい·͢ɻϑルグラͱ૬ੑͷΑいϤーグルトͷ։ൃ
ɺラーϝンళカϨーγϣップͱͷλΠΞップϝ
χϡーͳͲɺ͜ Ε·ͰͷγϦΞルͷৗࣝΛม͑Δί
ラϘϨーγϣンʹΈ·͠ ͨɻ

γϦΞルにର͢Δ
ੈのதのΠϝʔδΛ
ม͑·しͨ

トップͱݱ͕
Ұॹにͳͬて͞·͟·ͳ
ΞΠσΞΛग़し߹͍·しͨ

ϑルグラ事業本部�企画部�部長

৯αンプリンάɺࢼ
ϨγϐఏҊɺϗςϧの
ඈͼࠐΈӦۀͳͲɺ
ΒΕΔ͜ͱԿͰ͑ߟ
Γ·ͨ͠

ࢠٷ�ׯ

VOICE
�

���

���

���

ԯԁ

���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� 
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����ൃചॳ
ʮフルʔπグラϊʔラʯ
ͱ͍͏໊Ͱͨ͠ɻ

ച্��ഒʹ

ʰ ΛɦΩʔϫʔυʹ
৽͍͠ே৯ͷελΠルΛ
ఏҊ͠ ʮͨே৯ʯ

৬ʹフルグラαʔόʔΛ
ஔ͖ɺࣗ ༝ʹঌ্͕ͬͯ͠
͍͚ͨͩΔ

ʮஔ͖グラʯ

スφック՛ࢠͱい͓͑ถΛ͋ͨͬΒΕがҰൠతͩͬͨ1�55年ɺوॏ͓ͩͬͨถͷ
ΘΓʹখഴΛͯͬͰ͖ 「͔ͨͬͺ͋ΒΕ」がカルビーͷݪͰ͢ɻ͞ ΒʹɺখΤビΛ
ͷ「͔ͬͺ͑ͼͤΜ」ɻ͜ؾもਓࠓతͳがظը্ͨͤ͞ͱͰӫཆՁも͜͏ ͏͠
ͨΠϊϕーγϣンͷ%/" がϑルグラʹも͔͞׆Εͯい·͢ɻ

カルビーのイノベーションCPMVNO

ίラϘϨʔγϣϯͰ
フルグラの
ՄੑΛ֦͛·しͨ

ൃച࣌ʢ����ʣͷ
ʮかͬͺ͑ͼͤΜʯ

ԯԁԯԁ
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ʦフルグラͱαεςφϏϦςΟʧ
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ʦフルグラͱαεςφϏϦςΟʧ

ࣾձ՝の
ݙߩ

ࣾ会ʹඞཁͱ͞Εɺ
ͦͯ͠Ѫ͞ΕΔϑϧάラʹ

ͳΔͨΊʹ

ϑルグラはӫཆόランスʹؾΛ͏ΞスϦート
ʹもධͰ͢ɻϚラιンେ会ΛはじΊ͞·͟·
ͳスϙーπΠϕントʹϒースΛग़ల͠ɺαンプル
Λ௨じͯϑルグラͷྑ͞Λͬͯいͨͩ͘
औΓ組ΈΛͯͬߦい·͢ɻ

カルビーͰはߕ൹બखͷ΄͔ɺトラΠ
Ξスロンද※ͷࠤ౻༏߳બखɺύラ
ϦンϐックϚラιンද※ͷۙ౻ࢠબ
खɺϑルグラͷఏڙΛ௨じͨαϙー
トΛͯͬߦい·͢ɻ
※ϦΦσδϟωΠロΦϦンϐックද

ɺߴԽ社会がਐΈྸߴ ྸऀͷํͷӫཆઁऔͱい͏社会
՝ʹ対ͯ͠ɺϑルグラはͯ͠ݙߩい·͢ɻ·ͨݮԘޮ
ՌもظͰ͖Δ΄͔ɺ201�年度ʹはੜʹେ౾ͨΜ
ͺ͘Λ༻࣭ͨ͠Φϑͷもൃച͠ɺΑΓ෯い
年ͷํͷӫཆվળʹもཱ͓ͯいͨͩいͯい·͢ɻ

ӫཆόラϯεのྑ͕͞
ΞεϦʔトに
͢·れて͍ت

のӫཆվળऀྸߴ
ʮϩΧϘ˞ʯに
͢·して͍ݙߩ

がい͔ͭ࢈ධʹΑΓधཁʹ対ͯ͠ੜ͝
ͳいঢ়گがଓいͯい·ͨ͠がɺ201�年ʹは
ਗ਼ݪʹラΠンΛ૿ઃͨ͠΄͔ɺ201�年
度ʹւಓʹラΠンΛ૿ઃɺ201�年度
౩Λ৽ઃ༧ఆͰ͢ɻ国内࢈ʹੜژʹ
͚ͩͰͳ͘ੈքʹ͚ͨੜ࢈ମ੍がいͭ
ͭ͋Γ·͢ɻ

本のフルグラから
ੈքのフルグラ

/10๏ਓຊトΠϨڀݚॴͱӫཆɾਭͷઐՈͱͷ࿈ܞʹΑΓɺָ
͠いேͮ Γ͘Λ௨ͯ͠ࢠͲもͷੜ׆श׳վળΛࢦ 「͢ேϋロ͠Αʂ
プロδΣクト」Λ実͠ࢪ·ͨ͠ɻϑルグラͷトッϐングΛいΖいΖͨ͠ࢼ
Γɺָ ͠ΈͳがΒே৯ͷେ͞ΛֶΜͰい͖ͨͩ·͠ ͨɻ

ϑルグラʹはੈքதͷݫબ͞Εͨߴ࣭ͷ
৯ࡐΛ༻ͯ͠い·͢ɻ̓ શੑʹͭいͯはα
プラΠϠー༷ͱͱもʹݫॏͳチΣックମ੍Λ
͑ͯいΔ΄͔ɺ̓ ఆڅڙͷͨΊͷௐୡઌͷ
։はܧଓతʹͯͬߦい·͢ɻ

࣭Ͱ҆શにߴ
こͩΘͬͨ
ૉࡐΛ༻して͍·͢

ϑϧάラखܰͰɺ
ԕ࣌ʹ͔ܽͤ·ͤΜɻ
アスリʔトʹ
ΦススメͰ ʂ͢

ྲྀ௨༷ɺ
Ӧۀ୲ऀ͚ͷ
આ໌ձ
いますͯͬߦ

りΜ ɾ͍ͪ͝ ɾ͝か΅ͪΌͷ
छʹ͍ͭͯഓઌ·Ͱ
ͬͯτϨʔαϏϦςΟʔΛ֬อ
ͨ͠原ྉΛ༻͍ͯ͠·͢ɻ

͜ͷϓϩδΣΫτʹࢀՃͨ͠
খֶੜͷؒͰਓͨͬͩؾϨγϐ͕
Խ͞Ε·ͨ͠ɻʹࡍ࣮

˔�࣭ྔ

����H

フルグラ
࣭��ˋΦフ
�৯ʢ��Hʣ

����H
৯ύϯ�ຕ

����H
͝Μ�હ

Φʔπഴ
ʦࠃ࢈ݪʧ
Φʔストラリア

ココφοπ
ʦࠃ࢈ݪʧ
ϑΟリϐン
スリランΧ

ύύイϠ
ʦࠃ࢈ݪʧ
λイ

Ϩʔζン
ʦࠃ࢈ݪʧ
アメリΧ

ே৯จԽΛ๛かに͢Δ
͢·て͍ͬߦಈΛ׆

�����Χοϓ

౦ژϚϥιン&910
ʢ�����݄��ʙ��։࠵ʣͰͷ
αンϓϧ

「ローカーϘ（�低質）」、「メタϘ」などのղফ、さらには「ロカϘ
シ」の意ຯ合いまで含まれた1。ޠ৯でઁ取する質ྔを定めて、
݂の上ঢを抑えた݈߁的な生活を心がけましΐ͏ とい͏のが基
本֓೦。

リΦσジϟネイロΦリンϐックɹ
上ڝ （ٕり෯ͼ）本ද

˞ロカϘとは・・・

ඒબख�൹ߕ
͔ ͍ ͜ ͷ Έ
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ʦフルグラͱαεςφϏϦςΟʧ
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ͳΔͨΊʹ
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͔ ͍ ͜ ͷ Έ
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����はച্���ԯԁとͳりました。

ɺͯܦ৯ϝーカーͷϒランυϚωーδϟーͳͲΛܥࢿ֎ཧళɺࠂ
2011年カルビーʹೖ社ɻ12年ΑΓϑルグラͷϚーέςΟングʹܞΘ
Γɺ1�年�݄ΑΓݱ৬ɻ15年12݄ʹは80ܦ."/ʢࣜג会社ܦ
#1社ʣओ࠵「ーϚンɾΦϒɾβɾΠϠー201�」ʹ ͓いͯɺ「ϕストϚー
έッλー」Λडɻ

フルグラ事業本部トップにきく

フルグラ事業本部 本部長

藤原 かおり

フルグラの今、
そしてこれから

����·Ͱधཁʹੜ͕࢈͍͔ͭͣɺ͓ ٬༷ʹੜݱ࢈ʹ͝
Λ͓͔͚͍ͯ͠·ͨ͠ɻ����ʹਗ਼ݪͷੜ࢈ライン͕૿ઃ͞
Εͨ͜ͱͰ՝͕ղফ͞Εɺͦ ͷ݁Ռɺച্্͕͕ͬͨ͜ͱͱͯخ
͍͠Ͱ͢Ͷɻ·ͨݱͷϞνϕʔγϣン্͕͍ͬͯΔͱ͍ࢥ·͢ɻ

Q

Q

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

A

A

͞ΒʹϑϧάϥΛօ͞Μʹͬͯいたͩ͘たΊʹɺ
ͲͷΑ͏ͳことʹऔりΜͰいますか。

·ͩ·ͩϑϧάラͷࣄΛ͝ଘ͡ͳ͍ํଟ͍Ͱ͢͠ɺγリアϧʹରͯ͋͠·
Γྑ͍ҹΛ͓ͪ࣋Ͱͳ͍ํ͍Βͬ͠ΌΔͱ͍ࢥ·͢ɻͦ ͏͍͏ํʹର͠
ͯɺগ͠Ͱଟ͘ग़ձ͍ͷΛ͍͖͍ͭͬͯͨ͘Ͱ͢Ͷɻྫ ͑�������
݄ʹ౦ͰʮݮԘʯΛςʔϚʹͨ͠イϕンτΛ։͠࠵·ͨ͠ɻ͜ ͷΑ͏ͳ
ͷࠜతͳ׆ಈΛଓ͚͍ͯ͘ͱͱʹɺࣗ ͠ʹతͳӡಈࠃΜͰશࠐ͖ר体Λ࣏
͍ͯ͘ɺͱ͍͏͜ͱֻ͍͖͍͚ͨͯͰ͢ɻ

ঁੑஉੑؔͳ͘ඪʹ͔ͯͬҰؙɺͱ͍͏͡ײͰ͢Ͷɻ
ਓͳͲ͞ࠃ֎Λ͠ͳ͕Β͕Μͬͯ͘Ε͍ͯ·͢͠ɺଞʹࣇը෦ҭا
·͟·ͳϝンόʔ͕͍Δ͜ͱͰɺଟ༷ͳアイσア͕ੜ·ΕՌʹͭͳ͕ͬͯ
͍·͢ɻ

͓٬༷͔Βʮϑϧάラͷ͓ӄͰ݈߁Ͱ͍ΒΕΔʯʮϑϧάラͩͱ৯ͯΒ͑
Δʯͱ͍ͬͨΛ͍ͨͩ͘ͱຊʹ͍ࢥʹͤ·͢͠ɺͦ ͏͍͏ํΛҰਓͰ
ଟ͘૿͍ͯ͘͜͠ͱ͕ࢲୡͷׂͩͱ͍ͯͬࢥ·͢ɻۙ ͍কདྷɺຊҎ֎
ͷӫཆঢ়͕͋گ·Γྑ͘ͳ͍ࠃʹϑϧάラ͕ීͯ͠ٴɺͦ ͷࠃͷ݈߁ঢ়ଶ͕
վળ͞ΕͨΒɺͱ͏ࢥͱɺϫクϫク͠·͢ɻ

ੜྔ࢈ଟ͘ͳΓɺྔ ͱ࣭Λࠓͷ͍ߴਫ४Ͱҡ࣋Ͱ͖Δ͔ɺͱ͍͏ͱ͜ΖͰ
͢ɻಛʹओݪྉͰ͋ΔΦʔπഴΛকདྷతʹͲ͏֬อ͍͔ͯ͘͠ɺͱ͍͏՝
調ୡ෦ͱ࿈ͯ͠ܞɺܧଓతʹऔΓ組ΜͰ͍͖ͩ͘ͱଊ͍͑ͯ·͢ɻ·ͨ
͜ͷΑ͏ͳʹͲ͏ࡏݱมಈʹΑΔ調ୡリスクେ͖ͳ՝Ͱ͢ɻީؾ
ରԠ͍͔ͯ͘͠ɺ体制Λ͍͑ͯΔͱ͜ΖͰ͢ɻ

ྫ͑ւಓͷݪྉΛͨͬࣗ͝ຫͷͳͲ
Λ։ൃͯ͠Έ͍ͨͰ͢Ͷɻ࢈ফͰ͋ͬͨΓɺੜ࢈
ऀͱͷڠಇͰ͋ͬͨΓɺͦ Ε͕ҬͷؾݩΛੜΈͩ͢
͖͔͚ͬʹͳΕ͍͍ͱ͍ࢥ·͢ɻ·ͨɺԼͷ՝
Γւ֎ల։Ͱ͢ɻੈ քதͷํʹϑϧάラΛѪͯ͠
͍͚ͨͩΔΑ͏͕ΜΓ·͢ɻ
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����はച্���ԯԁとͳりました。

ɺͯܦ৯ϝーカーͷϒランυϚωーδϟーͳͲΛܥࢿ֎ཧళɺࠂ
2011年カルビーʹೖ社ɻ12年ΑΓϑルグラͷϚーέςΟングʹܞΘ
Γɺ1�年�݄ΑΓݱ৬ɻ15年12݄ʹは80ܦ."/ʢࣜג会社ܦ
#1社ʣओ࠵「ーϚンɾΦϒɾβɾΠϠー201�」ʹ ͓いͯɺ「ϕストϚー
έッλー」Λडɻ

フルグラ事業本部トップにきく

フルグラ事業本部 本部長

藤原 かおり

フルグラの今、
そしてこれから

����·Ͱधཁʹੜ͕࢈͍͔ͭͣɺ͓ ٬༷ʹੜݱ࢈ʹ͝
Λ͓͔͚͍ͯ͠·ͨ͠ɻ����ʹਗ਼ݪͷੜ࢈ライン͕૿ઃ͞
Εͨ͜ͱͰ՝͕ղফ͞Εɺͦ ͷ݁Ռɺച্্͕͕ͬͨ͜ͱͱͯخ
͍͠Ͱ͢Ͷɻ·ͨݱͷϞνϕʔγϣン্͕͍ͬͯΔͱ͍ࢥ·͢ɻ
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·ͩ·ͩϑϧάラͷࣄΛ͝ଘ͡ͳ͍ํଟ͍Ͱ͢͠ɺγリアϧʹରͯ͋͠·
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͍ͯ͘ɺͱ͍͏͜ͱֻ͍͖͍͚ͨͯͰ͢ɻ

ϑϧάϥۀࣄຊ෦ΛʮμΠόʔγςΟʯとい͏
。Δといか͕ͰすかݟかΒ؍

ঁੑஉੑؔͳ͘ඪʹ͔ͯͬҰؙɺͱ͍͏͡ײͰ͢Ͷɻ
ਓͳͲ͞ࠃ֎Λ͠ͳ͕Β͕Μͬͯ͘Ε͍ͯ·͢͠ɺଞʹࣇը෦ҭا
·͟·ͳϝンόʔ͕͍Δ͜ͱͰɺଟ༷ͳアイσア͕ੜ·ΕՌʹͭͳ͕ͬͯ
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ࣾձతͳՁɺとい͏かΒϑϧάϥΛ
Ͳ͏ධՁ͞Εͯいますか。

͓٬༷͔Βʮϑϧάラͷ͓ӄͰ݈߁Ͱ͍ΒΕΔʯʮϑϧάラͩͱ৯ͯΒ͑
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ͷ՝はԿͰしΐ͏ࡏݱ か。
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͢ɻಛʹओݪྉͰ͋ΔΦʔπഴΛকདྷతʹͲ͏֬อ͍͔ͯ͘͠ɺͱ͍͏՝
調ୡ෦ͱ࿈ͯ͠ܞɺܧଓతʹऔΓ組ΜͰ͍͖ͩ͘ͱଊ͍͑ͯ·͢ɻ·ͨ
͜ͷΑ͏ͳʹͲ͏ࡏݱมಈʹΑΔ調ୡリスクେ͖ͳ՝Ͱ͢ɻީؾ
ରԠ͍͔ͯ͘͠ɺ体制Λ͍͑ͯΔͱ͜ΖͰ͢ɻ

今後チャレンジしたい
ことはありますか。
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Λ։ൃͯ͠Έ͍ͨͰ͢Ͷɻ࢈ফͰ͋ͬͨΓɺੜ࢈
ऀͱͷڠಇͰ͋ͬͨΓɺͦ Ε͕ҬͷؾݩΛੜΈͩ͢
͖͔͚ͬʹͳΕ͍͍ͱ͍ࢥ·͢ɻ·ͨɺԼͷ՝
Γւ֎ల։Ͱ͢ɻੈ քதͷํʹϑϧάラΛѪͯ͠
͍͚ͨͩΔΑ͏͕ΜΓ·͢ɻ
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͓٬༷の҆શ・̓ ৺Λ࠷༏ઌʹ
ͮ Γ͘ΛਐΊ͍ͯ·͢

͓٬༷ʹਖ਼͍͠ใΛ
Θ͔Γ͢ ͓͑͘͠·͢

৽͍͠৯දࣔ制のରԠ
2015年4月̍ から施行された৯品දࣔへの対応とし
て、ύッケージදࣔのม更を進めてきました。法的には̑
年の༛予が͋るものの、お客様への安全をୈ一に2016
年度中に全てのද ・ࣔύッケージを新දࣔに切りସえま
した（一部プライベートϒランド品などをআく）。
そのほか、年2回、৯品දࣔに関する知識やスΩルを高
めるためのษ強会を実施しています。

৯アϨϧΪʔͳͲのରԠ
カルビーグループでは、各部が連携し、৯物アレルギーへの対応や
アクリルアミド˞のܰ減に取り組Μでいます。2013年度に「特定原材
料（アレルήン）に関するํ針」を策定し、製品カテΰリー͝との用
アレルήンの共通化などのルールを定めているのをはじめ、工場で
はアレルήン対策を含めた「清基४ॻ」にԊった清を徹底してい
ます。また、コンセプトショップでは、ൢ ചするメニューにアレルήンを
දࣔしています。
アクリルアミドについては、じゃがいもՃ工৯品における生成に関す
る基ૅ的研ڀを続けており、ֶ 会やจの発දを通して報を発信
しています。

࣭マネジメント体制
カルビーでは、原材料の安全性や法令ద合、ύッケージදࣔなど
を৹査する「品質৹査部」と、ルール通りに生࢈されているか
チェック・改善支ԉを行 「͏品質査部」から成る「品質保証本部」
を中心に、৯の安全・安心を守る体制を整えています。
社内だけではなく、社外の生࢈者や調達ઌとも連携し、αプライ
チェーン全体で品質を保証するための取り組みを行っています。

"・"・0ʢΤイ・Τイ・Φʔʣ׆ಈ
過去に発生した製品事故を教܇として、「事故
をىこさない」「ʑの作業はԿのために行っ
ているのか」など৯の安全に関する心構えを࠶
確認するためにҟ物混入やҹࣈ不ྑなどの防
止に取り組む全社Ωϟンϖーンを毎年開催し
ています。2016年度も生࢈、物ྲྀ、ൢ ചなど全
部で取り組みました。

ࣾ会のऔΓΈ

࣭อূຊ෦ߪങ
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Point
ྲྀ௨༷ऀۀʹରԠ͢Δઐ෦ॺ
ྲྀ通業者様からのお問い合わͤに対応す
るઐチームとして、品質査部内にҬ
営業αϙート課を設ஔしています。工場と
ചり場をつな͙役ׂを果たしています。

͡Όؙ͕͍͝ͱʂ
プϩϑΟʔϧ
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ͷ
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͓٬༷ʹɺ̓ શͰ҆৺͍͚ͯͨͩ͠ΔΛ͝ఏ͠ڙଓ͚ΔͨΊʹ

࣭ΛߴΊΔऔΓΈ

Point
トϨʔαϏリςΟ
カルビーϗームϖージでは、ϙテトチッ
プス品を対象に、じゃがいもの生࢈
報をެ開しています。

˞アクリルアミド
৯品中で、主にアミϊࢎの一छで͋るアスύラギンとؐݩで͋るϒド、果など
がՃ熱によって反応し、意図しないにもかかわらͣ生成される物質。ࠃ際機関では、化ֶ
物質として「人に対して、おそらく発がΜ性が͋る」とྨされていますが、人が৯品中
のアクリルアミドを経ઁޱ取した際の影響については確認されていまͤΜ。

品質保証本部�品質৹査部ɹ
৯品法令課�課長

ᬑ�యࢠ

VOICE

શࣾΛ͋͛ͯϛスのແ͍Α͏
意ਂ͘औΓΈ·ͨ͠

৯品දࣔ法への対応はい期ؒにほ΅全ての品のύッ
ケージදࣔを改定しなけれならないとい͏全社ԣஅの
大プロジェクトでした。ひとつؒ違えるとお客様の生໋にか
かわるミスのڐされない事です。ҹ業者様ともஸೡに
報を共有し、手ॱを確認しました。社内σβイφーの作っ
てくれたύッケージマニュアルがとても役に立ちました。

Point
ಈΛ௨͡׆0・"・" ʮͨΈͪの͘ະདྷۚجʯのدෟ
カルビーは2014年から"・"・O活動の実施に͋たって、参Ճした人に応じたֹۚを「みちの
くະདྷ基ۚ」へدෟしています。「みちのくະདྷ基ۚ」は、カルビーが設立メンバーとして参画
している「౦本大災でをくした災Ҩࣇたちの高ߍଔ業後の進ֶ支ԉを行͏ための
ֶ基ۚ」です。2016年度のୈ3回"・"・O活動では、دෟルールに基ͮいて前年のഒҎ上
となる1515700ԁをدෟすることができました。

アϨϧΪʔදࣔΛ
ΑΓ͔Γ͘͢
͠·ͨ͠

ॴࡏΛ
͔Γ͘͢͠ ·ͨ͠
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͓٬༷の҆શ・̓ ৺Λ࠷༏ઌʹ
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Θ͔Γ͢ ͓͑͘͠·͢

৽͍͠৯දࣔ制のରԠ
2015年4月̍ から施行された৯品දࣔへの対応とし
て、ύッケージදࣔのม更を進めてきました。法的には̑
年の༛予が͋るものの、お客様への安全をୈ一に2016
年度中に全てのද ・ࣔύッケージを新දࣔに切りସえま
した（一部プライベートϒランド品などをআく）。
そのほか、年2回、৯品දࣔに関する知識やスΩルを高
めるためのษ強会を実施しています。

৯アϨϧΪʔͳͲのରԠ
カルビーグループでは、各部が連携し、৯物アレルギーへの対応や
アクリルアミド˞のܰ減に取り組Μでいます。2013年度に「特定原材
料（アレルήン）に関するํ針」を策定し、製品カテΰリー͝との用
アレルήンの共通化などのルールを定めているのをはじめ、工場で
はアレルήン対策を含めた「清基४ॻ」にԊった清を徹底してい
ます。また、コンセプトショップでは、ൢ ചするメニューにアレルήンを
දࣔしています。
アクリルアミドについては、じゃがいもՃ工৯品における生成に関す
る基ૅ的研ڀを続けており、ֶ 会やจの発දを通して報を発信
しています。

࣭マネジメント体制
カルビーでは、原材料の安全性や法令ద合、ύッケージදࣔなど
を৹査する「品質৹査部」と、ルール通りに生࢈されているか
チェック・改善支ԉを行 「͏品質査部」から成る「品質保証本部」
を中心に、৯の安全・安心を守る体制を整えています。
社内だけではなく、社外の生࢈者や調達ઌとも連携し、αプライ
チェーン全体で品質を保証するための取り組みを行っています。

"・"・0ʢΤイ・Τイ・Φʔʣ׆ಈ
過去に発生した製品事故を教܇として、「事故
をىこさない」「ʑの作業はԿのために行っ
ているのか」など৯の安全に関する心構えを࠶
確認するためにҟ物混入やҹࣈ不ྑなどの防
止に取り組む全社Ωϟンϖーンを毎年開催し
ています。2016年度も生࢈、物ྲྀ、ൢ ചなど全
部で取り組みました。
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ྲྀ௨༷ऀۀʹରԠ͢Δઐ෦ॺ
ྲྀ通業者様からのお問い合わͤに対応す
るઐチームとして、品質査部内にҬ
営業αϙート課を設ஔしています。工場と
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Point
トϨʔαϏリςΟ
カルビーϗームϖージでは、ϙテトチッ
プス品を対象に、じゃがいもの生࢈
報をެ開しています。

˞アクリルアミド
৯品中で、主にアミϊࢎの一छで͋るアスύラギンとؐݩで͋るϒド、果など
がՃ熱によって反応し、意図しないにもかかわらͣ生成される物質。ࠃ際機関では、化ֶ
物質として「人に対して、おそらく発がΜ性が͋る」とྨされていますが、人が৯品中
のアクリルアミドを経ઁޱ取した際の影響については確認されていまͤΜ。

品質保証本部�品質৹査部ɹ
৯品法令課�課長

ᬑ�యࢠ

VOICE

શࣾΛ͋͛ͯϛスのແ͍Α͏
意ਂ͘औΓΈ·ͨ͠

৯品දࣔ法への対応はい期ؒにほ΅全ての品のύッ
ケージදࣔを改定しなけれならないとい͏全社ԣஅの
大プロジェクトでした。ひとつؒ違えるとお客様の生໋にか
かわるミスのڐされない事です。ҹ業者様ともஸೡに
報を共有し、手ॱを確認しました。社内σβイφーの作っ
てくれたύッケージマニュアルがとても役に立ちました。

Point
ಈΛ௨͡׆0・"・" ʮͨΈͪの͘ະདྷۚجʯのدෟ
カルビーは2014年から"・"・O活動の実施に͋たって、参Ճした人に応じたֹۚを「みちの
くະདྷ基ۚ」へدෟしています。「みちのくະདྷ基ۚ」は、カルビーが設立メンバーとして参画
している「౦本大災でをくした災Ҩࣇたちの高ߍଔ業後の進ֶ支ԉを行͏ための
ֶ基ۚ」です。2016年度のୈ3回"・"・O活動では、دෟルールに基ͮいて前年のഒҎ上
となる1515700ԁをدෟすることができました。
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ʮࢹʯͰͳʮ͘ڠಇʯʹΑͬͯ
ΧϧϏʔ࣭ΛकΓ·͢

৯の҆શ・̓ ৺ΛकΔ
ਓࡒのҭΛਐΊ͍ͯ·͢
ΧϧϏʔ࣭ΛΑΓݩ͍࣍ߴͰ
ҭプϩάラϜڭঝ͢ΔͨΊのܧ
かっͺえͼͤΜ、じゃがりこ、+BHBCFFなどそれまでੈքの
どこにもなかった品を生みग़してきたカルビー。
その事はまるでਥで料理をつくる職人にۙいもので
す。職人のٕをੈ࣍に継ঝするため、さま͟まなֶͼの
機会を設けています。

ϛスΛൃੜͤ͞ͳ͍ͨΊの
Έͮ Γ͘
生࢈工程におけるϑードσΟϑェンス（ҟ物混入防
止）の徹底をはかるためのモニタリングカメラの
導入や、ύッケージと中ຯがҟなるとい͏不具合
をແくすために、*C5（報通信ٕज़）を活用した
照合システムを活用するなど、安全・安心を守るた
めの組みやٕज़をੵۃ的に導入しています。

コンηプトγϣοプの࣭管理
全ࠃ各地に展開中のカルビーのコンセプトショップにおいても、材料や製
ํ法の安全など、工場とಉじ品質保証体制・品質査の手ॱがద用されてい
ます。また、ళ内で調理した品をൢചするళฮも͋ります。「৯中毒の防止」
などళฮならではの課題に対応するため、基४の策定やళ長・従業員への教
育などを進めています。2016年度は、全拠点の査を行い、課題のநग़、そ
して改善、運用とい P͏%C"システムの導入を行いました。

研ڀ開発本部
グローバルスタンダード課�課長

安ࢁ�め͙み

ΧϧϏʔάϧʔプ
ࣗओճऩʹ͋ͨͬͯのجຊํ

ᶃ٬ސ�༏ઌɹ新たな被害者をग़さない
ᶄ�ใ։ࣔɹ会社に͋る報はӅさͣެ開する
ᶅ�ઌਨൣɹトラϒルからಀげͣ、トップマネジメントは
ɹ�ɹɹɹɹɹઌして問題ղܾに͋たる
ᶆ�εϐーυɹ�他の全ての事に༏ઌして、
ɹɹɹɹɹɹ�ग़ՙされた品の回ऩをはかる
ᶇൃ࠶�ࢭɹ࠶ͼಉ様の問題をىこさない

VOICE

ීஈのۀ࡞ʹҰͭͻͱͭ
意ຯ͕͋Δ͜ͱΛֶΜͰ΄͍͠
製現場のΩーマンたちに製品を手ͮくりする体ݧを
してもらい、そこから製工程の原理原ଇをֶΜでも
らっています。受講者たちから「これまで思いࠐみで
やっていた作業を一から考え直す機会になった」「शっ
たことを現場でࢼしてみた」とい͏をௌくと本に͏
れしいです。受講者が今後、࣍のੈに自のݴ༿と
やりํでঝしていってくれることがئいです。
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ͷ
औ
Γ

Έ
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●ϞχλϦϯά
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●2�16のॏେނࣄにΑる
ࣗओճऩ݅数 ݅
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ࢪҭʣͷ࣮ڭҭʢΩʔϚϯڭଇݪཧݪ

র߹γεςϜࢭϛεۀ࡞࣭อূϦʔμʔͷҭੈ࣍

⾢
ࢭ業ϛε࡞
র߹γεςϜで
ಡみऔるフΟϧϜに
Εているίʔυ͞ࡌه

˛ΧϧϏʔϓラεɹΒΒΆʔと&910$*5:ళʢେࡕʣ

全生࢈拠点に生࢈ラインをࢹするモニタリングカメラを
導入しています。これは工程不ྑの範ғの特定や作業効
のੳ・改善にも役立てています。

カルビーのੈ࣍の品質保証リーダーとしてٻめられるスΩ
ルを見える化したマップに従い、自主的かつ効果的にֶशをਪ
進できる組みを構築しています。

生ٕ࢈ज़・研ڀ開発の各部、工場長や製課長等の職छで活
༂を目指す従業員を対象に、ݻ有ٕज़やՃ工原理をঝでき
る人ࡒ教育を実施しています。前年度の受講者が講ࢣを務め
たり、海外支ԉメンバーとして活༂するなど、組みとして定着
しつつ͋ります。
2016年度は12名（͏ちঁ性1名）が参Ճしました。

カルビーが目指すおいしさ・品質を実現するために不Մܽな原理
原ଇをֶͿため、全社の生࢈設備や製ٕज़をཏ的にֶͿこ
とができる人ࡒ育成プログラム。各現場でのٕज़の指導役となる
Ωーマンのཆ成も目的としています。
2016年度は60名（͏ちঁ性23名）が受講しました。

カルビーならではの品の製にはಠ特のϊϋが͋りま
す。海外グループ会社の製現場に本のメンバーが指導に
行く場合も多く͋ります。現地で安全に支ԉ・指導が行えるよ
͏に、事前にΦリエンテーションを実施しています。
2016年度は10名が受講しました。

แ工程における作業ミスを防止するために、スΩϟφーをったチェッ
クシステムをϙテトチップスや生地スφックの全生࢈ラインに導入して
います。
2016年度はシステムのਫ਼度をより高めるとともに、チェックの内༰をੳし
その改善をଅす組みͮくりを行いました。

Webでご覧いただけるその他の取り組み http://www.calbee.co.jp/csr/social/

ճ数ࢪ࣮●
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ʮࢹʯͰͳʮ͘ڠಇʯʹΑͬͯ
ΧϧϏʔ࣭ΛकΓ·͢

৯の҆શ・̓ ৺ΛकΔ
ਓࡒのҭΛਐΊ͍ͯ·͢
ΧϧϏʔ࣭ΛΑΓݩ͍࣍ߴͰ
ҭプϩάラϜڭঝ͢ΔͨΊのܧ
かっͺえͼͤΜ、じゃがりこ、+BHBCFFなどそれまでੈքの
どこにもなかった品を生みग़してきたカルビー。
その事はまるでਥで料理をつくる職人にۙいもので
す。職人のٕをੈ࣍に継ঝするため、さま͟まなֶͼの
機会を設けています。

ϛスΛൃੜͤ͞ͳ͍ͨΊの
Έͮ Γ͘
生࢈工程におけるϑードσΟϑェンス（ҟ物混入防
止）の徹底をはかるためのモニタリングカメラの
導入や、ύッケージと中ຯがҟなるとい͏不具合
をແくすために、*C5（報通信ٕज़）を活用した
照合システムを活用するなど、安全・安心を守るた
めの組みやٕज़をੵۃ的に導入しています。

コンηプトγϣοプの࣭管理
全ࠃ各地に展開中のカルビーのコンセプトショップにおいても、材料や製
ํ法の安全など、工場とಉじ品質保証体制・品質査の手ॱがద用されてい
ます。また、ళ内で調理した品をൢചするళฮも͋ります。「৯中毒の防止」
などళฮならではの課題に対応するため、基४の策定やళ長・従業員への教
育などを進めています。2016年度は、全拠点の査を行い、課題のநग़、そ
して改善、運用とい P͏%C"システムの導入を行いました。

研ڀ開発本部
グローバルスタンダード課�課長

安ࢁ�め͙み

ΧϧϏʔάϧʔプ
ࣗओճऩʹ͋ͨͬͯのجຊํ

ᶃ٬ސ�༏ઌɹ新たな被害者をग़さない
ᶄ�ใ։ࣔɹ会社に͋る報はӅさͣެ開する
ᶅ�ઌਨൣɹトラϒルからಀげͣ、トップマネジメントは
ɹ�ɹɹɹɹɹઌして問題ղܾに͋たる
ᶆ�εϐーυɹ�他の全ての事に༏ઌして、
ɹɹɹɹɹɹ�ग़ՙされた品の回ऩをはかる
ᶇൃ࠶�ࢭɹ࠶ͼಉ様の問題をىこさない

VOICE

ීஈのۀ࡞ʹҰͭͻͱͭ
意ຯ͕͋Δ͜ͱΛֶΜͰ΄͍͠
製現場のΩーマンたちに製品を手ͮくりする体ݧを
してもらい、そこから製工程の原理原ଇをֶΜでも
らっています。受講者たちから「これまで思いࠐみで
やっていた作業を一から考え直す機会になった」「शっ
たことを現場でࢼしてみた」とい͏をௌくと本に͏
れしいです。受講者が今後、࣍のੈに自のݴ༿と
やりํでঝしていってくれることがئいです。
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ࢪҭʣͷ࣮ڭҭʢΩʔϚϯڭଇݪཧݪ

র߹γεςϜࢭϛεۀ࡞࣭อূϦʔμʔͷҭੈ࣍

⾢
ࢭ業ϛε࡞
র߹γεςϜで
ಡみऔるフΟϧϜに
Εているίʔυ͞ࡌه

˛ΧϧϏʔϓラεɹΒΒΆʔと&910$*5:ళʢେࡕʣ

全生࢈拠点に生࢈ラインをࢹするモニタリングカメラを
導入しています。これは工程不ྑの範ғの特定や作業効
のੳ・改善にも役立てています。

カルビーのੈ࣍の品質保証リーダーとしてٻめられるスΩ
ルを見える化したマップに従い、自主的かつ効果的にֶशをਪ
進できる組みを構築しています。

生ٕ࢈ज़・研ڀ開発の各部、工場長や製課長等の職छで活
༂を目指す従業員を対象に、ݻ有ٕज़やՃ工原理をঝでき
る人ࡒ教育を実施しています。前年度の受講者が講ࢣを務め
たり、海外支ԉメンバーとして活༂するなど、組みとして定着
しつつ͋ります。
2016年度は12名（͏ちঁ性1名）が参Ճしました。

カルビーが目指すおいしさ・品質を実現するために不Մܽな原理
原ଇをֶͿため、全社の生࢈設備や製ٕज़をཏ的にֶͿこ
とができる人ࡒ育成プログラム。各現場でのٕज़の指導役となる
Ωーマンのཆ成も目的としています。
2016年度は60名（͏ちঁ性23名）が受講しました。

カルビーならではの品の製にはಠ特のϊϋが͋りま
す。海外グループ会社の製現場に本のメンバーが指導に
行く場合も多く͋ります。現地で安全に支ԉ・指導が行えるよ
͏に、事前にΦリエンテーションを実施しています。
2016年度は10名が受講しました。

แ工程における作業ミスを防止するために、スΩϟφーをったチェッ
クシステムをϙテトチップスや生地スφックの全生࢈ラインに導入して
います。
2016年度はシステムのਫ਼度をより高めるとともに、チェックの内༰をੳし
その改善をଅす組みͮくりを行いました。

Webでご覧いただけるその他の取り組み http://www.calbee.co.jp/csr/social/
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ΧϧϏʔΛѪͯͩ͘͠͞Δ
͓٬༷ͱのؔΘΓΛେʹ͍ͯ͠·͢
ΧϧϏʔϑΝンͮ Γ͘
グループビジョンで「お客様ୈ一」を掲げるカル
ビーでは、お客様にѪされる品のために、ੵ ۃ
的にコミュニケーションの機会を設けています。
お客様とのڠಇによる品開発など、よりお客様
との点を૿やす取り組みを行っています。
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͓٬༷ͱͷΤンήʔδϝンτͷػձΛେʹ͍ͯ͠·͢

͓٬༷のΛௌ͘औΓΈ

ࣾ会のऔΓΈ

Webでご覧いただけるその他の取り組み http://www.calbee.co.jp/csr/social/cVstomer.php

4%(Tͱのؔ࿈ ΧϧϏʔʹͱͬͯ࠷ॏཁͰ͋Δ
͓٬༷のΛશࣾͰڞ༗͍ͯ͠·͢
͓٬༷のΛڞ༗͢Δ͘͠Έ
カルビーでは、お客様૬ஊࣨを「カルビーのϑΝンͮく
り」の場として、ੵ 的にお客様とのコミュニケーションۃ
をਂめています。本社Ҏ外に全7ࠃエリアにもそれͧ
れ૬ஊࣨを設け、ݸʑの͝૬ஊやおに対し、真摯に応
対できるよ͏ な体制をつくっています。
いただいたの一部は、全社にメールで配信されるほ
か、ॏ大な͝指ఠについては、経営トップへすみやかに
報告される組みが構築されています。

͓٬༷ののϞχλリンά
お客様૬ஊࣨにいただくを従業員と共有し、自事とし
てଊえるための取り組みを行っています。2016年度は初
のࢼみとして全13工場で開催しました。自たちがつくっ
ている品に対して、
直͝意見をいただ
けるとい͏ことで、真
が࢟けるにࣖを
見られました。

お客様ののモニタリング受講者

VOICE

ࣗの٬༷͓͕ࣄのتͼʹ
ͭͳ͕Δͱ࣮͠ײ·ͨ͠
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8FCΛ௨ͨ͡コϛϡχέʔγϣン
カルビーではェϒαイト上にさま͟まなコンテンπを用意して、お客様とのコミュニケーションをਂめています。
2004年12月に設立した「カルビーαϙーターζクラϒ」は2017年1月にリニューアルをして「カルαϙʂ」となりました。
品やళ಄、メσΟアなどのさま͟まな点でカルビーのϑΝ
ンとなってくださったお客様がू コ͏ミュニテΟαイトです。
「)BQQZなৗのそにカルビーが͋ること」をテーマに、社内
外部ॺと連携を取りながら、カルビーϑΝンಉ士や、お客様とカ
ルビーが、活発にコミュニケーションを行っています。
約71万人の会員様には、カルビーをʠ知ってʡʠ体ݧしてʡʠޠっ
てʡいただけるプログラムを͝ఏ供しており、契約Ոでのऩ
֭体ݧ「じゃがいも۷り」や、͝ 自でのഓ体ݧ「じゃがいも
見守りୂ」、工場見 「ֶカルαϙʂ%":」、品を周ғのํにす
すめていただく「品Φススメୂ」や「カルαϙ・インタビュー」
などに͝参Ճいただいています。
また、お客様がおいのそれͧれの̨ ̨̣ を点にカルビーを
知ってָしΜでいただけるよ͏、'BDFCPPLや5XJUUFS、
*OTUBHSBN、-*/&などのެࣜアカントを運営しています。

お客様からの「かっͺえͼͤΜ
はきだが、Ԙが気になる」
との͝意見にお応えして減Ԙ
タイプの「かっͺえͼͤΜ」を
発ചしました。

ˋ

˙͓٬༷͔Βͷ૬ஊ݅ผ༁

ೖߪ࠶˙

Point
͝指ఠをいただいたํの95�
から、今後もߪ入いただけると
の͝回をいただきました。

˛お٬༷૬ஊࣨ

ɻࢠでのϞχλϦンάの༷ೆބ˛
ɹ222໊ܭがࢀՃし·したɻ

˛ΧϧϏʔެࣜ5XJUUFS˛ΧϧϏʔެࣜ'BDFCPPL

˛Χϧαϙʂのτοϓϖʔδ

電対応するコミュニケーターのԹްなしํに感心し
ました。お客様のをฉき、自たちの事がお客様に
大きな感動を༩えることを実感し、とても͏れしくなりまし
た。一ํ、͝ 期待と違͏品をおಧけしてしまった場合、お
客様をࣦさͤ、信པをࣦ͏ことになります。ʑؤுっ
てྑい品をつくΖ と͏思いを新たにしました。

͓٬༷の͔Βੜ·Εͨ
ʮݮԘ͔ͬͺ͑ͼͤΜʯ
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ΧϧϏʔΛѪͯͩ͘͠͞Δ
͓٬༷ͱのؔΘΓΛେʹ͍ͯ͠·͢
ΧϧϏʔϑΝンͮ Γ͘
グループビジョンで「お客様ୈ一」を掲げるカル
ビーでは、お客様にѪされる品のために、ੵ ۃ
的にコミュニケーションの機会を設けています。
お客様とのڠಇによる品開発など、よりお客様
との点を૿やす取り組みを行っています。
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Webでご覧いただけるその他の取り組み http://www.calbee.co.jp/csr/social/cVstomer.php
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カルビーでは、お客様૬ஊࣨを「カルビーのϑΝンͮく
り」の場として、ੵ 的にお客様とのコミュニケーションۃ
をਂめています。本社Ҏ外に全7ࠃエリアにもそれͧ
れ૬ஊࣨを設け、ݸʑの͝૬ஊやおに対し、真摯に応
対できるよ͏ な体制をつくっています。
いただいたの一部は、全社にメールで配信されるほ
か、ॏ大な͝指ఠについては、経営トップへすみやかに
報告される組みが構築されています。

͓٬༷ののϞχλリンά
お客様૬ஊࣨにいただくを従業員と共有し、自事とし
てଊえるための取り組みを行っています。2016年度は初
のࢼみとして全13工場で開催しました。自たちがつくっ
ている品に対して、
直͝意見をいただ
けるとい͏ことで、真
が࢟けるにࣖを
見られました。

お客様ののモニタリング受講者
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8FCΛ௨ͨ͡コϛϡχέʔγϣン
カルビーではェϒαイト上にさま͟まなコンテンπを用意して、お客様とのコミュニケーションをਂめています。
2004年12月に設立した「カルビーαϙーターζクラϒ」は2017年1月にリニューアルをして「カルαϙʂ」となりました。
品やళ಄、メσΟアなどのさま͟まな点でカルビーのϑΝ
ンとなってくださったお客様がू コ͏ミュニテΟαイトです。
「)BQQZなৗのそにカルビーが͋ること」をテーマに、社内
外部ॺと連携を取りながら、カルビーϑΝンಉ士や、お客様とカ
ルビーが、活発にコミュニケーションを行っています。
約71万人の会員様には、カルビーをʠ知ってʡʠ体ݧしてʡʠޠっ
てʡいただけるプログラムを͝ఏ供しており、契約Ոでのऩ
֭体ݧ「じゃがいも۷り」や、͝ 自でのഓ体ݧ「じゃがいも
見守りୂ」、工場見 「ֶカルαϙʂ%":」、品を周ғのํにす
すめていただく「品Φススメୂ」や「カルαϙ・インタビュー」
などに͝参Ճいただいています。
また、お客様がおいのそれͧれの̨ ̨̣ を点にカルビーを
知ってָしΜでいただけるよ͏、'BDFCPPLや5XJUUFS、
*OTUBHSBN、-*/&などのެࣜアカントを運営しています。

お客様からの「かっͺえͼͤΜ
はきだが、Ԙが気になる」
との͝意見にお応えして減Ԙ
タイプの「かっͺえͼͤΜ」を
発ചしました。

ˋ

˙͓٬༷͔Βͷ૬ஊ݅ผ༁

ೖߪ࠶˙

Point
͝指ఠをいただいたํの95�
から、今後もߪ入いただけると
の͝回をいただきました。

˛お٬༷૬ஊࣨ

ɻࢠでのϞχλϦンάの༷ೆބ˛
ɹ222໊ܭがࢀՃし·したɻ

˛ΧϧϏʔެࣜ5XJUUFS˛ΧϧϏʔެࣜ'BDFCPPL

˛Χϧαϙʂのτοϓϖʔδ

電対応するコミュニケーターのԹްなしํに感心し
ました。お客様のをฉき、自たちの事がお客様に
大きな感動を༩えることを実感し、とても͏れしくなりまし
た。一ํ、͝ 期待と違͏品をおಧけしてしまった場合、お
客様をࣦさͤ、信པをࣦ͏ことになります。ʑؤுっ
てྑい品をつくΖ と͏思いを新たにしました。

͓٬༷の͔Βੜ·Εͨ
ʮݮԘ͔ͬͺ͑ͼͤΜʯ

客様をࣦさͤ、信པをࣦ͏ことになります。ʑؤுっ客様をࣦさͤ、信པをࣦ͏ことになります。ʑؤுっ
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ύʔトφʔγοプ・ϛʔςΟンάΛ࣮ࢪ
カルビーグループでは、お取Ҿઌ様との報ަ・意見ަのための機会をੵۃ的に設けています。2009年度より「ύート
φーシップ・ミーテΟング」を開催し、経営トップによる経営ํ針のઆ໌、部任者によるߪങํ針やΨイドラインのઆ໌を
しています。2016年度は83社のお取Ҿઌ様に͝参Ճいただきました。
また、このミーテΟングでは、お取Ҿઌ様とカルビーとのڠಇ事業として、目֮ま
しい成果を上げていただいたお取Ҿઌ様をベストύートφーとしてදজすると
ともに、事ྫ発දも実施しています。
こ͏いった直的な対を通じて、お取Ҿઌ様とのリレーションをさらにਂめ、
共に事業を通じた社会課題のղܾにめていきます。

C43調ୡϙリγʔΛࡦఆ
カルビーグループでは、従དྷからߪങ基本ํ針を策定
し、お取Ҿઌ様との対等なύートφーシップの構築に
めてきましたが、よりグローバルࢹでの調達活動
を進めるために;さわしいΨイドラインとして、新たに
「C43調達ϙリシー」を策定しました。

ଓՄͳ҆ఆ調ୡ࣋
ϙテトチップスをはじめカルビーの主力品のいくつかは生のじゃがいも
からしかつくることができまͤΜ。そのためほとΜどの原料をࠃ内࢈に
པっています˞。その約7ׂは北海道࢈で、ळにऩ֭したものをཌ年初Ն
までஷଂしています。2016年8月の風により、北海道の作物が大
きな被害を受けました。このためஷଂじゃがいもをॆに確保することが
できͣ、いくつかの品をٳചͤ͟るをಘなくなりました。地ٿ規の気
ީม動により自然災害は今後૿Ճするで͋Ζ͏と予想されます。カル
ビーの生໋ઢともいえる、じゃがいもの調達については生࢈者様とよりີ
なύートφーシップを築き、中・長期で対策を講じます。

˞ಇプロジェクトで͋る「工場ؒ一体省エネルギー事業」ڠ内初のࠃ
（本誌P43参照）を通じて、ੈ ք規の課題でも͋る省エネやCO2
削減による環境ෛՙ低減。また、エネルギーの安定供給によるBCP
（事業継続計画）の強化をਪ進しています。

˞カルビーでは২物防Ӹ法で定められたルールのもと、ถ࢈ࠃじゃがいもを༌入しています。本で
はカルビーౡ工場、ࣛ 。ౡ工場の2工場に限り༌入じゃがいものՃ工が認められていますࣇ
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■ΧϧϏʔάϧʔプ�$43調ୡϙリγʔ

ɽ̍๏ ・ྩࣾ ձൣنͷ९क
ɽ̎ਓݖͷྀ
ɽ̏࿑ಇͷྀ

ɽ̐ڥͷྀ
ɽ̑ ・࣭̓ શੑͷ֬อ
ɽ̒ใηΩϡリςΟͷऔΓ組Έ

౦ژΨス༷ͱのऔΓΈ

౦ژΨスࣜג会社ɹ
ࣥ行役員ɹ࢈業エネルギー事業部長

ɹ
業エネルギー事業部ɹ࢈
業営業グループɹ෭部長࢈

本৯品化工ࣜג会社ɹ
ද取締役ɹ社長ࣥ行役員

研ڀॴ長
ֶത士

ෳの企業とのڠ業による取り組みで、より大きな省エネ効果が
期待できるほか、災害時におけるBCP対策としてもݙߩできるシ
ステムです。省エネ施策は社にお任ͤいただき、本業にઐ೦し
ていただけるものと
確信しています。

シリアル製品の大ώット、それに͏課題で͋る生࢈性の向上に
྆、༩できるよ͏د 社で意見をަし実現さͤることができまし
た。今後も品質向上にめ、シリアル製品のࢢ場֦大にݙߩでき
るよ͏取り組Μでま
いります。

シリアル製品の原材料としてܽかすことのできない৯物ણҡૉ材
は、これまでค化されたものでした。シリアルࢢ場が֦大する
中、ӷঢ়原料の導入に͋たりڠಇの取り組みをしたことで、社内に
おける༹ղ作業の低減や品質も含めた安定生࢈が実現しました。

ຊ৯化༷ͱのऔΓΈ

4%(Tͱのؔ࿈

αプライνΣʔンʹؔΘΔͯ͢ͷօ༷ͱͱʹɺ࣋ଓՄͳͷͮ Γ͘Λٻ

͓औҾઌ༷のͨΊʹ

ࣾ会のऔΓΈ

Webでご覧いただけるその他の取り組み http://www.calbee.co.jp/csr/social/traEer.php

Point
ύʔϜ༉࢈ͰのऔΓΈ
ʢෆೋ༉άϧʔプ༷のऔΓΈʣ
カルビーグループにύーム༉を供給している不ೋ製༉グループ様は、2016年に「
任͋るύーム༉調達ํ針」をެ開し、2020年までにࡡ༉工場までの100�トレーα
ビリテΟを目指しています。また、࢈地/(Oとڠಇして小規Ոの業׳行を改善
する活動をਪ進しています。

VOICE VOICE

����ϕストύʔトφʔ

ੜ Ό͡がい調ୡ ʢྔ2016年度ʣ ⾢
ΧϧϏʔϙςτॳの自社ҭछ
ʰΆΖしり がɦ、2016年度Αり
となり·したɻ࢝։༺

⾣ϚϨʔγΞでのษڧձ෩ܠ
Өɿ5FE�,FMWJO�4VEJOʗ8JME�"TJBࡱ

ླ�৻一�様

高ా�ਖ਼保�様

高�信Ҏஐ�様

ੁ原�一ߒ�様

্
ʢ�8ʙ10݄ʣ ʢ8ʙ10݄ʣ

ेউʢ8ʙ10݄ʣ

౦
ʢ�ʙ8݄ʣ

ಓೆ
ʢ�ʙ8݄ʣ

ؔ౦
ʢ6ʙ�݄ʣ

த෦ʢ6݄ʣ・ࠃ࢛

भʢ5݄ʣ

˞工場ؒ一体省エネルギー事業�ɿ�ෳのط設の工場ؒにおいて、生࢈ラインの統合やϢーテΟリテΟー
の共有によるエネルギーや生࢈品などの૬ޓ༥通により、一体となって省エネルギーを行͏事業

続Մな原料調達、とりわけじゃがいもの調達につい࣋
ては、生࢈者、行、大ֶ、ಉ業のメーカーなどとີな
ネットϫークを構築し、さま͟まな取り組みをしています。
ᶃ৽छの։ൃ
自社での新छ開発、海外でར用されている品छの導入
にৗにチϟレンジしています。おいしいϙテトチップス
にదし、かつප害に強く、保ଘにదしたじゃがいもは
。たちにとってເの作物ですࢲ
ᶄੜऀ࢈の࿑ಇܰݮのࢧԉ
生࢈者にとって大きなෛ୲になっているऩ֭、ݿへ
の運ൖの支ԉをしています。全ྔを入れ、બผの手
ؒを省いています。
ᶅੜऀ࢈のใఏڙ
気象センαーのσータ、࢈地を८回するϑΟールドマン
がूめたഓσータ、ഓに関する最新報などを生
者と共有しています。品質、ྔともに安定したじゃ࢈
がいもは྆者のڠ力の成果です。
ᶆւ֎ٕज़ऀࢪڀݚઃͱのίϥϘϨʔγϣϯ
経ݧやצにཔった生࢈から、Պֶ的業へ。最新の
報を取り入れ、ともにֶΜでいます。

ΧϧϏʔάϧʔプ͕
औΓΜͰ͍Δ͜ͱ

⾣ϙςτϑΥーϥϜ
ੜऀ࢈やߦ、ϝʔΧʔ
なͲがू·り、͡Όがい
ੜ࢈にؔして報ަを
い·すɻߦ
2016年度は��5人が
ͱ࢈͡Ό͕͍ࠃՃし·したɻ˙ओཁͳࢀ

ɹऩ֭ظ࣌

ສU

શࠃ

ສU
ݝ

ສU
ւಓ
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しています。2016年度は83社のお取Ҿઌ様に͝参Ճいただきました。
また、このミーテΟングでは、お取Ҿઌ様とカルビーとのڠಇ事業として、目֮ま
しい成果を上げていただいたお取Ҿઌ様をベストύートφーとしてදজすると
ともに、事ྫ発දも実施しています。
こ͏いった直的な対を通じて、お取Ҿઌ様とのリレーションをさらにਂめ、
共に事業を通じた社会課題のղܾにめていきます。
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カルビーグループでは、従དྷからߪങ基本ํ針を策定
し、お取Ҿઌ様との対等なύートφーシップの構築に
めてきましたが、よりグローバルࢹでの調達活動
を進めるために;さわしいΨイドラインとして、新たに
「C43調達ϙリシー」を策定しました。

ଓՄͳ҆ఆ調ୡ࣋
ϙテトチップスをはじめカルビーの主力品のいくつかは生のじゃがいも
からしかつくることができまͤΜ。そのためほとΜどの原料をࠃ内࢈に
པっています˞。その約7ׂは北海道࢈で、ळにऩ֭したものをཌ年初Ն
までஷଂしています。2016年8月の風により、北海道の作物が大
きな被害を受けました。このためஷଂじゃがいもをॆに確保することが
できͣ、いくつかの品をٳചͤ͟るをಘなくなりました。地ٿ規の気
ީม動により自然災害は今後૿Ճするで͋Ζ͏と予想されます。カル
ビーの生໋ઢともいえる、じゃがいもの調達については生࢈者様とよりີ
なύートφーシップを築き、中・長期で対策を講じます。

˞ಇプロジェクトで͋る「工場ؒ一体省エネルギー事業」ڠ内初のࠃ
（本誌P43参照）を通じて、ੈ ք規の課題でも͋る省エネやCO2
削減による環境ෛՙ低減。また、エネルギーの安定供給によるBCP
（事業継続計画）の強化をਪ進しています。

˞カルビーでは২物防Ӹ法で定められたルールのもと、ถ࢈ࠃじゃがいもを༌入しています。本で
はカルビーౡ工場、ࣛ 。ౡ工場の2工場に限り༌入じゃがいものՃ工が認められていますࣇ
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ていただけるものと
確信しています。

シリアル製品の大ώット、それに͏課題で͋る生࢈性の向上に
྆、༩できるよ͏د 社で意見をަし実現さͤることができまし
た。今後も品質向上にめ、シリアル製品のࢢ場֦大にݙߩでき
るよ͏取り組Μでま
いります。

シリアル製品の原材料としてܽかすことのできない৯物ણҡૉ材
は、これまでค化されたものでした。シリアルࢢ場が֦大する
中、ӷঢ়原料の導入に͋たりڠಇの取り組みをしたことで、社内に
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ͯ͢のैۀ員͕イΩイΩͱً͖
͢·ΛΊ͍ͯ͟͠ۀاͰ͖ΔشྗΛൃੑݸ

ʮCBMCFF�"XBSE�����ʯ։࠵
「CBMCFF�"XBSE」は年ؒの業や会社の成長にݙߩした従業員を
දজするイベントで、2016年度はԬで開催、カルビーグループか
ら約600人が参Ճしました。14チームが活動報告を行い、参Ճ者と
ともに多くのֶͼや気きを共有する機会となりました。

ʮϔϧスέア委員会ʯൃ 
経営を着実にਪ進するため、2016年4月に「ϔ߁݈
ルスケア委員会」を発足しました。カルビー݈߁保
組合の事業として「人ؒドック」「ঁ性のೕがΜ検ݥ
」「ٶࢠᰍ؞検」を、35ࡀҎ上の社員とその被ැ
ཆ配ۮ者はແ料で受けることができるなど、さま͟
まな支ԉ制度を設定しました。また、「ϑルグラ」を従
業員に配してே৯ઁ取をਪしたほか、ېԎ外དྷ
ิॿなどによる݈૿߁進活動にも取り組みました。

Ӧ༏ྑ๏ਓ����ೝఆܦ߁݈
߁への取り組みや、従業員の݈߁組合などと連携した݈ݥ保߁݈
課題の把握とඞ要な対策を検౼し、݈ 経営の実ફに向けた基߁
ૅ的な土ͮくりとϫークエンήイジメントを行っていることが
評価され、経࢈ࡁ業省・本݈߁会議
が新設した݈߁経営༏ྑ法人認定
制度˞において「݈߁経営༏ྑ法人
2017（大規法人部）ʙϗϫイト
500ʙ」に認定されました。

ਓͱ৫のΛ͑ࢧΔC�"
すての従業員は、会社に対して、成果
を約ଋし、それを達成する任が͋りま
す。カルビーグループでは、その組み
をコミットメン�アカンタビリテΟ
	C�"
とݺΜでいます。C�"を活用し
て、成果をग़し続ける人ࡒを育成してい
くことで、強い組織ͮくりにつなげてい
く取り組みを行っています。

ਓࣄの৽͍͠制Έ
「自立的に成長し成果をग़し続ける人・組織」になるための支ԉ制度を
ॆ実さͤることを取り組みの基本としています。そのため、Ωϟリア育
成や評価報ु、རް生など、すての従業員が自主的に力を発
しやすいよ͏ش な、さま͟まな支ԉ制度をॆ実さͤています。

4%(Tͱのؔ࿈
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ද取締役社長�݉�COO

ҏ౻�लೋ

上ࣥڃ行役員（人事総務本部ほか୲）外ࢁ�ঢࢤ

VOICE

VOICE

ઌਨൣͰ
͢·ӦΛਐΊܦ߁݈

中性ࢷのが高く、主࣏ҩのઌ生から「まͣは体ॏ
をམとしてください」とݴわれました。約6ϲ月ؒで体ॏ
を7ᶵམとした結果、30年Ϳりに人ؒドックのすての
が"になりました。ѱいश׳をやめて、ྑ いश׳を
につけなけれྑいࣈ、成果はग़ない。ࢲたちの
。事もಉじことだと思います

�人の成長ݸ力ʷモチベーション。人事のミッションのひとつは、
力やモチベーションを高める制度や組みを用意することです。C�"
は従業員一人ひとりが成果を約ଋし、その成果に応じて༩がܾまる
めながら、その成果をग़すٻしさをݫ組みです。成果をग़すとい͏
ためのԹかい支ԉを੯しまないよ͏に、新たな人事制度の構築を目指
しています。

ͯ͢ͷਓཱ͕ࣗࡒతʹ͠ɺྗΛൃشͰ͖Δۀا෩Λͯ͠ࢦ

ʹ員のͨΊۀै

ࣾ会のऔΓΈ

Webでご覧いただけるその他の取り組み http://www.calbee.co.jp/csr/social/emploZee.php

ライフΩϟϦΞϓラン
ҭ・༺࠾
ධՁ・報ु
རްੜ
Χϧνϟʔ

人ࣄ໘ஊ制度
ϕンνϟʔνϟϨンδ制度
৽・Ӧ業報ु制度改ఆ
ϔϧεέΞҕһձઃཱ
ԉ制度ࢧཱ྆

■����ͷ৽ઃ制औΓ組Έ

Χϧ
Ϗʔά

ϧʔϓ݈߁એݴΧϧ
Ϗʔά

ϧʔϓ݈߁એݴ
۷Γͩͦ͏ɺ๛͔ͳະདྷɻ

ಈྗɺݪ༂の׆ɺイΩイΩͦ͜߁݈

ʮライϑʯʮϫʔクʯɺΊΒΕͳ͍ɺͱ·Βͳ͍ɻ

Δɻ͍ࢥ߁の݈͍ޓՈಉ྅ɺࢲ

ͱࢲ のΛυライϒ͠·͢ɻ��ɹɹ

員ͱۀのʹैۀا
ͦのՈの݈͕߁ෆՄܽͰ͢�

ΧϧϏʔάϧʔプ݈߁એݴ
カルビーグループの継続的な成長は従業員の成長、そして従
業員とそのՈの݈߁なくしては実現しないとの考えから、
2016年10月に「カルビーグループ݈߁એݴ」を制定しまし
た。心ともに݈߁で、やる気とチϟレンジਫ਼ਆを࣋って、໌ る
くイΩイΩとಇけるঢ়ଶを目指して、݈ ૿・࣋ҡ߁ 進活動に取
り組Μでいきます。

経営༏ྑ法人認定制度߁݈˞
管理を経営的߁経営に取り組む༏ྑな法人を「見える化」することで、「従業員の݈߁݈
なࢹ点で考え、ઓུ的に取り組Μでいる法人」として社会的に評価を受けられるよ͏ද
জする制度

ਓ͕͠ͳ͍ͱ会ࣾ͠·ͤΜݸ

ே৯の大切さをઆ໌したリーϑレットとと
もにカルビー݈保組合より、Ճ入者全員
にϑルグラ4छセットをૹりました。

ே৯Λ৯Α ʂ͏Ωϟンϖʔン

அの結果から、一人ひとり߁݈
へのアドバイスを作成し配しま
した。

マイϔϧスϨϙʔトΛൃߦ

ϚΠϔルス
Ϩϙート

͋ͳͨͷ
度はɺ100ਓத߁݈

൪Ͱ͢

ංຬ
݂ѹ

࣭ࢷ
ػ؊
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ͯ͢のैۀ員͕イΩイΩͱً͖
͢·ΛΊ͍ͯ͟͠ۀاͰ͖ΔشྗΛൃੑݸ

ʮCBMCFF�"XBSE�����ʯ։࠵
「CBMCFF�"XBSE」は年ؒの業や会社の成長にݙߩした従業員を
දজするイベントで、2016年度はԬで開催、カルビーグループか
ら約600人が参Ճしました。14チームが活動報告を行い、参Ճ者と
ともに多くのֶͼや気きを共有する機会となりました。

ʮϔϧスέア委員会ʯൃ 
経営を着実にਪ進するため、2016年4月に「ϔ߁݈
ルスケア委員会」を発足しました。カルビー݈߁保
組合の事業として「人ؒドック」「ঁ性のೕがΜ検ݥ
」「ٶࢠᰍ؞検」を、35ࡀҎ上の社員とその被ැ
ཆ配ۮ者はແ料で受けることができるなど、さま͟
まな支ԉ制度を設定しました。また、「ϑルグラ」を従
業員に配してே৯ઁ取をਪしたほか、ېԎ外དྷ
ิॿなどによる݈૿߁進活動にも取り組みました。

Ӧ༏ྑ๏ਓ����ೝఆܦ߁݈
߁への取り組みや、従業員の݈߁組合などと連携した݈ݥ保߁݈
課題の把握とඞ要な対策を検౼し、݈ 経営の実ફに向けた基߁
ૅ的な土ͮくりとϫークエンήイジメントを行っていることが
評価され、経࢈ࡁ業省・本݈߁会議
が新設した݈߁経営༏ྑ法人認定
制度˞において「݈߁経営༏ྑ法人
2017（大規法人部）ʙϗϫイト
500ʙ」に認定されました。

ਓͱ৫のΛ͑ࢧΔC�"
すての従業員は、会社に対して、成果
を約ଋし、それを達成する任が͋りま
す。カルビーグループでは、その組み
をコミットメン�アカンタビリテΟ
	C�"
とݺΜでいます。C�"を活用し
て、成果をग़し続ける人ࡒを育成してい
くことで、強い組織ͮくりにつなげてい
く取り組みを行っています。

ਓࣄの৽͍͠制Έ
「自立的に成長し成果をग़し続ける人・組織」になるための支ԉ制度を
ॆ実さͤることを取り組みの基本としています。そのため、Ωϟリア育
成や評価報ु、རް生など、すての従業員が自主的に力を発
しやすいよ͏ش な、さま͟まな支ԉ制度をॆ実さͤています。
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ࣾ
ձ

ͷ
औ
Γ

Έ

ද取締役社長�݉�COO

ҏ౻�लೋ

上ࣥڃ行役員（人事総務本部ほか୲）外ࢁ�ঢࢤ

VOICE

VOICE

ઌਨൣͰ
͢·ӦΛਐΊܦ߁݈

中性ࢷのが高く、主࣏ҩのઌ生から「まͣは体ॏ
をམとしてください」とݴわれました。約6ϲ月ؒで体ॏ
を7ᶵམとした結果、30年Ϳりに人ؒドックのすての
が"になりました。ѱいश׳をやめて、ྑ いश׳を
につけなけれྑいࣈ、成果はग़ない。ࢲたちの
。事もಉじことだと思います

�人の成長ݸ力ʷモチベーション。人事のミッションのひとつは、
力やモチベーションを高める制度や組みを用意することです。C�"
は従業員一人ひとりが成果を約ଋし、その成果に応じて༩がܾまる
めながら、その成果をग़すٻしさをݫ組みです。成果をग़すとい͏
ためのԹかい支ԉを੯しまないよ͏に、新たな人事制度の構築を目指
しています。

ͯ͢ͷਓཱ͕ࣗࡒతʹ͠ɺྗΛൃشͰ͖Δۀا෩Λͯ͠ࢦ

ʹ員のͨΊۀै

ࣾ会のऔΓΈ

Webでご覧いただけるその他の取り組み http://www.calbee.co.jp/csr/social/emploZee.php
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員ͱۀのʹैۀا
ͦのՈの݈͕߁ෆՄܽͰ͢�

ΧϧϏʔάϧʔプ݈߁એݴ
カルビーグループの継続的な成長は従業員の成長、そして従
業員とそのՈの݈߁なくしては実現しないとの考えから、
2016年10月に「カルビーグループ݈߁એݴ」を制定しまし
た。心ともに݈߁で、やる気とチϟレンジਫ਼ਆを࣋って、໌ る
くイΩイΩとಇけるঢ়ଶを目指して、݈ ૿・࣋ҡ߁ 進活動に取
り組Μでいきます。

経営༏ྑ法人認定制度߁݈˞
管理を経営的߁経営に取り組む༏ྑな法人を「見える化」することで、「従業員の݈߁݈
なࢹ点で考え、ઓུ的に取り組Μでいる法人」として社会的に評価を受けられるよ͏ද
জする制度

ਓ͕͠ͳ͍ͱ会ࣾ͠·ͤΜݸ

ே৯の大切さをઆ໌したリーϑレットとと
もにカルビー݈保組合より、Ճ入者全員
にϑルグラ4छセットをૹりました。

ே৯Λ৯Α ʂ͏Ωϟンϖʔン

அの結果から、一人ひとり߁݈
へのアドバイスを作成し配しま
した。
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ଟ༷ੑͳ͘͠ ͯ
ΧϧϏʔの͋Γ·ͤΜ
ଟ༷ੑΛۀا͔ͨ͠׆෩ͮ Γ͘
「ঁ性の活༂なしにカルビーの成長はない」とい͏ํ針のもと、
2010年に結成された「ダイバーシテΟ委員会」を中心に、多様性
を活かす組織･風土ͮくりを進めています。ঁ 性だけでなく、外ࠃ
人・োがい者・シニアੈなど、すての従業員が、ライϑ（ݸ人
の生活）とϫーク（事）のバランスをとりながら、イΩイΩとಇけ
るよ͏ 、支ԉ制度等のॆ実に取り組Μでいます。

ঁੑのΤンύϫʔメントݪଇʢ8&P͂ ʣのॺ໊

ঁੑの
༂ਪਐ׆

2017年4月、ࠃ連グローバル・コンύクト（6/(C）と
6/�8PNFOが共ಉで作成した、ঁ 性の活༂ਪ進に自
主的に取り組む企業の行動原ଇで͋る「ঁ性のエンύ
ϫーメント原ଇ（8&PT）」にॺ名しました。8&PTの7つ
の原ଇに基ͮき、ঁ 性が社会的にその力を発شできる
࿑ಇ環境・社会環境を整備することへの意ࢤをࣔし、今
後もঁ性活༂ਪ進に取り組Μでいきます。

ࣾ
ձ

ͷ
औ
Γ

Έ

■ঁੑ管理৬ൺͷਪҠʢˋʣ

■ଟ༷ͳਓࡒͷ׆༂・ಇ͖ํΛࢧԉ͢Δ制

μイόʔγςΟΛྗͱ͢ΔۀاΛΊ͍ͯ͟͠·͢

μイόʔγςΟのऔΓΈ

ࣾ会のऔΓΈ
4%(Tͱのؔ࿈

μイόʔγςΟʹ ؔ͢Δड

ঁੑً͕͘ઌਐۀاදজʮֳ૯理େਉදজʯ

+"P"/�80.&/�"8"3%����

2�2�ඪ

●2�17�݄ࡏݱ

ˋ
ˋ

2014年度の「内ֳ特໋୲大ਉ」に続いての受
となりました。

உঁڞಉࢀըࣾ会ͮ Γ͘ޭ࿑ऀֳ૯理େਉදজ

多年にわたりஉঁ共ಉ参画
社会に向けた機運のৢ成に
ޭしたํや、実ફ的な活
動をੵみॏͶஉঁ共ಉ参
画のਪ進にݙߩしてきたํ
などがදজされています。
会長のদ本が受しました。

000内企業の人事୲者や経営者、Ωϟリアঁ性1ࠃ人
へのアンケートの結果、総合ランΩング1Ґとなりました。

ೝఆۀا༏ྑͮ͘جʹ༂ਪਐ๏׆ੑঁ

2016年4月1に施行され
た「ঁ性活༂ਪ進法」。その༏
ྑ企業として最も基४がݫし
い最高Ґの3ஈ֊目に認定
されました。

ʮͳͰ͜͠ฑʯબఆ

ঁ性の活༂に༏れた企業を経࢈ࡁ業省と౦ژ証݊取Ҿॴが共ಉでબ定する
「なでしこฑ」。今回は、ライϑϫークバランスのਪ進やঁ性活༂ਪ進への取
り組みなどが評価されました。
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टݍୈ一支ళ�営業2課

Ҫ上�規

ӦۀͰɺஉੑͰ
ҭۀٳࣇͰ͖·͢

2016年8月から2017年2月まで、半年ؒの育ٳࣇ
業を取ಘしました。とてもوॏな経ݧの連続で、ここ
でಘられる感動はԿにもえがたいものでした。ͥ
ひօさΜにも体ݧしてほしいと思います。්の関
係もよりਂまります。ۙ いকདྷには、உ性の育ٳࣇ
業がたり前の会社となってほしいですͶ。

VOICE

۷Γͩͦ͏ɺଟ༷ੑɻ

ɻ͏͔͋͠׆ʹݶେ࠷ΛೝΊ͍͋ɺ؍のՁ͍ޓ

ʮライϑʯʮϫʔクʯ
ΊΒΕͳ͍ɺͱ·Βͳ͍ɻ

ҭͯΑ͏ɺࢲͱɹɹ ɻ

ଟ༷ੑͦ͜ のνΧラɻ��ɹɹ

ϞόΠル
ϫーク

ऀۮ
ग़ٳ࣌࢈Ջ

Ոͷ
հٳޢՋ

খֶߍ
ೖֶॕۚ

ϑϨックス
λΠϜ

ҭࣇؒ࣌
ۈ

հޢؒ࣌
ۈ

ֶಐ४උۚ
ʢϑルλΠϜۈ

ͷ४උۚʣ

ग़࢈
Ұۚ࣌

ٳՋ

ҭۀٳࣇ

հۀٳޢ

Ε͖ͯͯͯͬ͘ؼ͘ૣ
͋Γがͱ͏ۚँײ

ʢૣظ෮ۚँײؼʣ

ෆྍ࣏
අ༻ิॿ

-(#5ʹ
੍ྀͨ͠度

ୀ৬ऀ
Ϧλーンر

ΤントϦー

ޢͷࢠ
Ջٳ

カϑΣςϦΞ
プラン
ഒ̑ิॿ

ଟ༷ͳ
ಇ͖ํͷ
ԉ੍度ࢧ

Ոఉͱ
ͷࣄ

ԉࢧཱ྆
੍度

Ոఉͱࣄͷ
ཱ྆ͷͨΊͷ
අ༻ิॿ੍度

ଟ༷ͳਓࡒͷ
ԉࢧ༂Λ׆
͢Δ੍度

˛μイόʔγςΟ活ಈのϩΰϚʔΫ
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ଟ༷ੑͳ͘͠ ͯ
ΧϧϏʔの͋Γ·ͤΜ
ଟ༷ੑΛۀا͔ͨ͠׆෩ͮ Γ͘
「ঁ性の活༂なしにカルビーの成長はない」とい͏ํ針のもと、
2010年に結成された「ダイバーシテΟ委員会」を中心に、多様性
を活かす組織･風土ͮくりを進めています。ঁ 性だけでなく、外ࠃ
人・োがい者・シニアੈなど、すての従業員が、ライϑ（ݸ人
の生活）とϫーク（事）のバランスをとりながら、イΩイΩとಇけ
るよ͏ 、支ԉ制度等のॆ実に取り組Μでいます。

ঁੑのΤンύϫʔメントݪଇʢ8&P͂ ʣのॺ໊

ঁੑの
༂ਪਐ׆

2017年4月、ࠃ連グローバル・コンύクト（6/(C）と
6/�8PNFOが共ಉで作成した、ঁ 性の活༂ਪ進に自
主的に取り組む企業の行動原ଇで͋る「ঁ性のエンύ
ϫーメント原ଇ（8&PT）」にॺ名しました。8&PTの7つ
の原ଇに基ͮき、ঁ 性が社会的にその力を発شできる
࿑ಇ環境・社会環境を整備することへの意ࢤをࣔし、今
後もঁ性活༂ਪ進に取り組Μでいきます。
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2014年度の「内ֳ特໋୲大ਉ」に続いての受
となりました。

உঁڞಉࢀըࣾ会ͮ Γ͘ޭ࿑ऀֳ૯理େਉදজ

多年にわたりஉঁ共ಉ参画
社会に向けた機運のৢ成に
ޭしたํや、実ફ的な活
動をੵみॏͶஉঁ共ಉ参
画のਪ進にݙߩしてきたํ
などがදজされています。
会長のদ本が受しました。

000内企業の人事୲者や経営者、Ωϟリアঁ性1ࠃ人
へのアンケートの結果、総合ランΩング1Ґとなりました。

ೝఆۀا༏ྑͮ͘جʹ༂ਪਐ๏׆ੑঁ

2016年4月1に施行され
た「ঁ性活༂ਪ進法」。その༏
ྑ企業として最も基४がݫし
い最高Ґの3ஈ֊目に認定
されました。

ʮͳͰ͜͠ฑʯબఆ

ঁ性の活༂に༏れた企業を経࢈ࡁ業省と౦ژ証݊取Ҿॴが共ಉでબ定する
「なでしこฑ」。今回は、ライϑϫークバランスのਪ進やঁ性活༂ਪ進への取
り組みなどが評価されました。
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2016年8月から2017年2月まで、半年ؒの育ٳࣇ
業を取ಘしました。とてもوॏな経ݧの連続で、ここ
でಘられる感動はԿにもえがたいものでした。ͥ
ひօさΜにも体ݧしてほしいと思います。්の関
係もよりਂまります。ۙ いকདྷには、உ性の育ٳࣇ
業がたり前の会社となってほしいですͶ。

VOICE

۷Γͩͦ͏ɺଟ༷ੑɻ

ɻ͏͔͋͠׆ʹݶେ࠷ΛೝΊ͍͋ɺ؍のՁ͍ޓ

ʮライϑʯʮϫʔクʯ
ΊΒΕͳ͍ɺͱ·Βͳ͍ɻ

ҭͯΑ͏ɺࢲͱɹɹ ɻ

ଟ༷ੑͦ͜ のνΧラɻ��ɹɹ

ϞόΠル
ϫーク

ऀۮ
ग़ٳ࣌࢈Ջ

Ոͷ
հٳޢՋ

খֶߍ
ೖֶॕۚ

ϑϨックス
λΠϜ

ҭࣇؒ࣌
ۈ

հޢؒ࣌
ۈ

ֶಐ४උۚ
ʢϑルλΠϜۈ

ͷ४උۚʣ

ग़࢈
Ұۚ࣌

ٳՋ

ҭۀٳࣇ

հۀٳޢ

Ε͖ͯͯͯͬ͘ؼ͘ૣ
͋Γがͱ͏ۚँײ

ʢૣظ෮ۚँײؼʣ

ෆྍ࣏
අ༻ิॿ

-(#5ʹ
੍ྀͨ͠度

ୀ৬ऀ
Ϧλーンر

ΤントϦー

ޢͷࢠ
Ջٳ

カϑΣςϦΞ
プラン
ഒ̑ิॿ

ଟ༷ͳ
ಇ͖ํͷ
ԉ੍度ࢧ

Ոఉͱ
ͷࣄ

ԉࢧཱ྆
੍度

Ոఉͱࣄͷ
ཱ྆ͷͨΊͷ
අ༻ิॿ੍度

ଟ༷ͳਓࡒͷ
ԉࢧ༂Λ׆
͢Δ੍度

˛μイόʔγςΟ活ಈのϩΰϚʔΫ

カルビー（ג）�社会・環境報告ॻ2017 33



ࣾ
ձ

ͷ
औ
Γ

Έ

ͯ͢のैۀ員͕イΩイΩͱ׆༂Ͱ͖Δ
৬ڥの࣮ݱΛΊ͟͠·͢

員ҰਓͻͱΓ͕ࣗΒ͢͢ΜͰۀै
ҬのͨΊʹΛͳ͕͍ͯ͠·͢

イクϘスએݴ
カルビーは2016年6月14に、特定ඇ営
ར活動法人ϑΝβーリング・ジϟύンの主
催する「イクϘス企業ಉໍ」にՃໍし、調ҹ
ࣜにて会長のদ本と社長のҏ౻が「イク
Ϙスએݴ」を行いました。ಉಉໍは、ੵ ۃ
的に管理職の意識改ֵを行って、新しい
時の理想の上࢘（イクϘス）を育ててい
こ͏ とする企業のネットϫークです。
部下のライϑとΩϟリアを応ԉするか
りではなく、自らઌしてライϑϫークバ
ランスをຬ٤し、かつ組織の目ඪを達成
する、そΜな管理職をめ͟します。

ࣾ会׆ݙߩಈํ
͝・たちは地Ҭのお客様の͝支ԉࢲ 理ղにより、事業を継続しています。工場や事業ॴにおいても、そ
の地Ҭにらす人ʑとの共生はܽかͤまͤΜ。
カルビーグループは各事業体に社会ݙߩ委員会を組織し、地Ҭݙߩに取り組Μでいます。「地Ҭにີ
着して、をかく活動をする」ことをํ針に、従業員自らが地Ҭ社会へのݙߩを考え、行動しています。

2016年度も全ࠃの地Ҭ事業本部、グループ会社において自主的な社会ݙߩ活動が実施されました。
従業員一人ひとりが他者にݙߩできる人ࡒに成長することは、カルビー
グループの継続的な成長にܽかͤないことです。また、グループビジョ
ンに掲げる「コミュニテΟからѪされる企業」になるために不Մܽなこと
です。
今後も、社会ݙߩ活動の3本柱で͋る「ࢠ育て支ԉ」「地Ҭへの支ԉ」「環
境の保ޢ」にもとͮき、ࢠどもたちへの教育・コミュニケーションや৯育
活動、スϙーπৼڵのほか、環境保全活動や災害復ڵ支ԉなど、ੵ 的ۃ
に取り組Μでいきます。

-(B5˞�のऔΓΈ
-(B5への理ղをଅし、-(B5従業員もಇきやすい職場環境を実現するため、
一部制度の改గや社内セミφーなどの実施をॱ࣍行っています。セミφーで
は、-(B5に関する基ૅ知識にՃえ、具体的な事ྫもަえたݴ動への対ॲํ法
などをえています。社内報や社内イントラネットでも-(B5への理ղଅ進の
ための報発信を行っています。また、カルビーアライ（"MMZ˞2）マークも作成
しました。-(B5にϙジテΟϒな職場環境をつくるために、社としてできるこ
とを検౼し、取り組みを進めていきます。

ʮΧϧϏʔάϧʔプμイόʔγςΟ・ϑΥʔラϜ����ʯ։࠵
毎年11月をカルビーグループのダイバーシテΟ月ؒと定め、
ダイバーシテΟの理ղをਂめるさま͟まなイベントを実施して
います。その一環として、「カルビーグループダイバーシテΟ・
ϑΥーラム」を毎年開催しています。
2016年度はੴۚݝࢢにて「ະདྷをくチカラ」をテーマに
開催。全ࠃから約300名の従業員が参Ճし、ダイバーシテΟに
ついての理ղをਂめる1となりました。

˛フΝβʔϦンά・δϟύンදཧࣄの҆౻͞Μと
ɹཧࣄのౡߴ೭͞Μをটき、調ҹࣜをߦい·したɻ

˛һにΑるイΫϘεએ言ॺ໊

˛ΧϧϏʔ-(#5�"MMZ�ϩΰ

˛ΧϧϏʔ・εφοΫεΫʔϧत業෩ܠ

˞1�-(B5ɿレζビアン（-́ ঁ性ಉ性Ѫ者）、ήイ（(ʹஉ性ಉ性Ѫ者）、バイセクシϟル（B́ ྆性Ѫ者）、トランスジェンダ（ɻ5́ 性
ɹɹಉ一性োがいを含む生まれた時の体の性と心の性が一கしない人）の಄จࣈ
˞2�"MMZɿ-(B5を理ղ・支ԉする人
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Χϧ
ϏʔΠΫϘεએݴΧϧ
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۷Γͩͦ͏ɺՄੑɻҭͯΑ͏ɺメンόʔͱࢲɻ
Λଚॏ͠؍ਓのՁݸ

ライϑͱϫʔクΛԠԉ͠·͢ɻ
ҰਓͻͱΓの׆༂ͦ͜ɹɹɹɹɹ�のνΧラɻ

ʮμイόʔγςΟʯʮイクϘスʯ
ΊΒΕͳ͍ɺͱ·Βͳ͍ɻ
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Webでご覧いただけるその他の取り組み http://www.calbee.co.jp/csr/social/EiWersitZ.php

Ҭɺੈ ք͔ΒѪ͞ΕΔΧϧϏʔʹͳΔͨΊʹ

Ҭࣾ会のͨΊʹ

ࣾ会のऔΓΈ

ΧϧϏʔάϧʔプࣾ会ݙߩ
ϛογϣンスςʔトメント
һɺྑۀΧϧϏʔάϧʔϓैͪͨࢲ ຽͱ͠ࢢ͖ ͯɺ
ɺಇ͍͍ͯΔҬࣾձɺ͠׆ੜ͕ͪͨࢲ
͞Βʹશੈքͷڞಉࣾձʹ͠ݙߩ·͢ɻ
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͢·ԉΛ͍ͯ͠ࢧຈʮʹ͡৭͜Ͳ৯ಊʯのࡳ

どもやࢠに͋るگなঢ়ࠔ、内で開催されている「にじ৭こども৯ಊ」はࢢຈࡳ
たちに「Թかい手ͮくりの൩͝൧」「みΜなでғむやかな৯」を月̎ 回安価
でఏ供しています。2016年度から毎回カルビーメンバーがお՛ࢠを࣋参して๚
問し給を手ったり、ࢠどもたちとのおしゃりをָしΜだりしています。地道
な活動ですが、୭もがসإで৯をғめることをئって継続します。

େのࢀՃでؔݰはۺでいっͺい⾣

ೆྑࢧࡂԉϘランςΟアʹࢀՃ͠·ͨ͠

ೆྑொは8月の風̍ ߸̌や大ӍによるՏの൙ཞで、多くのॅがচ上・চ
下ਁਫし、範ғの地がףਫして、じゃがいもをはじめ多くの作物が被害を͏
けました。ࢲたちも道内にॅむؒとしてϘランテΟア活動に2ि連続で参Ճし、
被害の大きさを目のたりにして、ݴ༿をࣦいました。作業の最後にՈのํか
ら「དྷ年への໌るいஹしが見えてきた」とい͏ѫࡰをいただきٹわれました。

ϛφϛφのɹ২थͱԼמΓΛ͠·ͨ͠

ミφミφの活動は風でࣦわれた支ᝇބ周ลのを取りすため5年前には
じめました。自然にۙい人工ྛの育成を目指してछྨのබを約2000本২
थしましたが、බのछྨによりࣛやネζミの৯害や生育不ྑでރれたが
多く͋り、今回২えସえを行いました。ੈ࣍に๛かながͤるよ͏、今後も継
続していきます。

ΧϧϏʔ̪̠ ɹҬࢧԉプϩάラϜ

2014年にӳࠃで設立したカルビー̪̠ では、工場ॴࡏ地のϑリントシϟー周ลで地Ҭにݙߩするさま
͟まなプログラムを実施しています。ϑリントシϟーはӳࠃの他地Ҭにൺてࣦ業が高く൜ࡑやド
ラッグ、アルコールґଘなど社会問題が多い地Ҭです。カルビー6,従業員がੵۃ的に地Ҭの施設
やֶߍにग़向き、Ωϟリアのコーチやメンターとなりࢠどもたちやए者、ঁ 性たちをྭましています。一
า外にでれૉらしいੈքが͋ることを教え、大ࢤや向上心をৢ成している、と高い評価を受けてい
ます。クリスマスには4。のプレθントをしましたࢠまりのՈఉにおもちゃやお՛͋ށ000

ΧϧϏʔλφϫοト�ࣾ会׆ݙߩಈ

カルビータφϫット（タイ）では従業員から社会ݙߩఏҊをืूし৹査の上、実施
Ҋ݅をܾめています。2016年度は小ֶߍ・༮ஓԂのトイレ・ચ໘の改修と૿
設、教会への登り道をฮ道࿏にするプロジェクトなどを支ԉしました。ଃఄセレ
モニーにカルビー社長のҏ౻も参Ճしました。どこの地Ҭでも大ܴを受け、ࢠ
どもたちや地Ҭの人ʑの໌るいসإにग़会えました。

੨ౡΧϧϏʔ৯༗࢘ެݶɹਗ਼׆ಈΛܧଓ͍ͯ͠·͢

੨ౡカルビーの従業員とそのՈが੨ౡ本人会主催の海ਫཋ場清活動に
毎年参Ճしています。参Ճ者は年ʑ૿えてきており、活動も活発になっていま
す。最ۙは͝みを࣋ちؼる観ޫ客も見られるよ͏になり、͝ みは減ってきました。
現地の人達のマφーがྑくなってきていると実感しました。
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ΧϧϏʔάϧʔプの�ؒのࣾ会׆ݙߩಈʢൈਮʣ

2016年度、北海道事業本部では̡ 地Ҭの社会ࢱ行事への参Ճ 、̡rʠ৯ʡを通した活動 をr基本ํ針に行事を計画・実施しま
した。実際にをかいて活動し、地ҬॅຽのํʑにتΜでいただきました。

ཱࣗతͳ࣮ྗߦͰҬݙߩɹΧϧϏʔ̪̠ ΄͔のྫ

社会ݙߩ活動は、ੈ քのグループ会社においても自主的に進められています。
その地Ҭのニーζに合ったݙߩを従業員自らが考え、自ら足を運Μで活動しています。
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͢·ԉΛ͍ͯ͠ࢧຈʮʹ͡৭͜Ͳ৯ಊʯのࡳ

どもやࢠに͋るگなঢ়ࠔ、内で開催されている「にじ৭こども৯ಊ」はࢢຈࡳ
たちに「Թかい手ͮくりの൩͝൧」「みΜなでғむやかな৯」を月̎ 回安価
でఏ供しています。2016年度から毎回カルビーメンバーがお՛ࢠを࣋参して๚
問し給を手ったり、ࢠどもたちとのおしゃりをָしΜだりしています。地道
な活動ですが、୭もがসإで৯をғめることをئって継続します。

େのࢀՃでؔݰはۺでいっͺい⾣

ೆྑࢧࡂԉϘランςΟアʹࢀՃ͠·ͨ͠

ೆྑொは8月の風̍ ߸̌や大ӍによるՏの൙ཞで、多くのॅがচ上・চ
下ਁਫし、範ғの地がףਫして、じゃがいもをはじめ多くの作物が被害を͏
けました。ࢲたちも道内にॅむؒとしてϘランテΟア活動に2ि連続で参Ճし、
被害の大きさを目のたりにして、ݴ༿をࣦいました。作業の最後にՈのํか
ら「དྷ年への໌るいஹしが見えてきた」とい͏ѫࡰをいただきٹわれました。

ϛφϛφのɹ২थͱԼמΓΛ͠·ͨ͠

ミφミφの活動は風でࣦわれた支ᝇބ周ลのを取りすため5年前には
じめました。自然にۙい人工ྛの育成を目指してछྨのබを約2000本২
थしましたが、බのछྨによりࣛやネζミの৯害や生育不ྑでރれたが
多く͋り、今回২えସえを行いました。ੈ࣍に๛かながͤるよ͏、今後も継
続していきます。

ΧϧϏʔ̪̠ ɹҬࢧԉプϩάラϜ

2014年にӳࠃで設立したカルビー̪̠ では、工場ॴࡏ地のϑリントシϟー周ลで地Ҭにݙߩするさま
͟まなプログラムを実施しています。ϑリントシϟーはӳࠃの他地Ҭにൺてࣦ業が高く൜ࡑやド
ラッグ、アルコールґଘなど社会問題が多い地Ҭです。カルビー6,従業員がੵۃ的に地Ҭの施設
やֶߍにग़向き、Ωϟリアのコーチやメンターとなりࢠどもたちやए者、ঁ 性たちをྭましています。一
า外にでれૉらしいੈքが͋ることを教え、大ࢤや向上心をৢ成している、と高い評価を受けてい
ます。クリスマスには4。のプレθントをしましたࢠまりのՈఉにおもちゃやお՛͋ށ000

ΧϧϏʔλφϫοト�ࣾ会׆ݙߩಈ

カルビータφϫット（タイ）では従業員から社会ݙߩఏҊをืूし৹査の上、実施
Ҋ݅をܾめています。2016年度は小ֶߍ・༮ஓԂのトイレ・ચ໘の改修と૿
設、教会への登り道をฮ道࿏にするプロジェクトなどを支ԉしました。ଃఄセレ
モニーにカルビー社長のҏ౻も参Ճしました。どこの地Ҭでも大ܴを受け、ࢠ
どもたちや地Ҭの人ʑの໌るいসإにग़会えました。

੨ౡΧϧϏʔ৯༗࢘ެݶɹਗ਼׆ಈΛܧଓ͍ͯ͠·͢

੨ౡカルビーの従業員とそのՈが੨ౡ本人会主催の海ਫཋ場清活動に
毎年参Ճしています。参Ճ者は年ʑ૿えてきており、活動も活発になっていま
す。最ۙは͝みを࣋ちؼる観ޫ客も見られるよ͏になり、͝ みは減ってきました。
現地の人達のマφーがྑくなってきていると実感しました。
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ΧϧϏʔάϧʔプの�ؒのࣾ会׆ݙߩಈʢൈਮʣ

2016年度、北海道事業本部では̡ 地Ҭの社会ࢱ行事への参Ճ 、̡rʠ৯ʡを通した活動 をr基本ํ針に行事を計画・実施しま
した。実際にをかいて活動し、地ҬॅຽのํʑにتΜでいただきました。

ཱࣗతͳ࣮ྗߦͰҬݙߩɹΧϧϏʔ̪̠ ΄͔のྫ

社会ݙߩ活動は、ੈ քのグループ会社においても自主的に進められています。
その地Ҭのニーζに合ったݙߩを従業員自らが考え、自ら足を運Μで活動しています。
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Webでご覧いただけるその他の取り組み http://www.calbee.co.jp/csr/social/region.php

ϖップΩッζこおりやまでの৯育ϫークショップ、スφックスクール、ࢠ
おやつ教ࣨを開催してౡݝ下で৯育活動を継続しています。ౡݝで
はࣇಐのංຬ向が問題になっているそ͏です。ࢠどもたちの݈やかな
成長にد༩できるよ͏今後も力します。

ԉࢧͼֶߍֶߴۀٶ

౦本大災で被災したٶ業高等ֶߍに対して、じゃがいもഓ
を中心としたֶͼ支ԉを2013年から行っています。কདྷ業の୲い
手となる生ె達に、じゃがいもを通じて業のษֶをਂめてもら͏こと
を目的としています。
2016年度はじゃがいも
の২えけ・ऩ֭の他、
イΦン名取ళでのൢച
体ݧも行いました。

ӹொͰ͡Ό͕͍ࣨڭΛ։͠࠵·ͨ͠

ʮެӹஂࡒ๏ਓΈͪの͘ະདྷۚجʯͰࢠͲͨͪのਐֶΛࢧԉ

本地で被害が大きかったӹொへ、ϑードバンクか͝しま様とϙテト۽
チップスなどの品をدଃしました。またආॴになっている安小ֶ
どもたちのসࢠ、ではじゃがいも教ࣨを開催しました。大มな環境の中ߍ
しخを見ることができてإ
い気࣋ちになりました。

ੴרのࢠͲͨͪͱ͡Ό͕͍ഓ

ੴ巻でのじゃがいもഓ支ԉは̑ 年目になりました。ऩ֭イベントに̍ࢠ ̌̌ 名
様に参Ճしていただきました。ऩ֭したじゃがいもはϑライしてύダーや
σΟップでΦリジφルϙテトチップスをָしみました。今後も継続してੴ巻のօ
様への一ॿになれれと思います。

ҬΛアϐʔϧ͢ΔΛൃച͠·ͨ͠

2016年5ʙ8月にかけて、ౡࢢとの共によりൢചした「ϙテトチップス�
いかにΜじΜຯ」が大人気となりました。この品は、カルビー社長、ҏ౻のग़
地、ౡݝのڷ土料理「いかにΜじΜ」のຯわいを࠶現したϙテトチップス
で地Ҭ限定品としてはҟྫの大ώット品となりました。

͓՛ࢠコンςストͰのͮ Γ͘のָ͠͞Λ͍͑ͯ·͢

2011年からお՛ࢠコンテストを実施しています。Ӊࢢٶとटݍの小ֶ生からूまっ
たアイσアの中から༏ल作品をカルビー開発メンバーが実際にお՛ࢠにします。2016
年度のテーマは「思わͣসっちゃ͏ ະདྷのお՛ࢠ」でした。̍ ɼ̏̑ 作̒品の中からબͼൈか
れた̍ 作̏品のアイσアをఏҊしたࣇಐと͝Ո、ֶ 関係者を3�%センターに͝ট待ߍ
してදজࣜを行いました。これからもコンテストを継続し、ものͮくりのָしさを発信して
いきます。

⾢お՛ࢠをטΉときの
ɹ͋͝のࠎのৼಈをར༻して
ɹԻ֊を࣮ݱɻ
ɹࠨはʮυʯをग़すా Μ͘

৯たときにԻ֊がなるʮυϨϛεςΟοΫʯ
提Ҋऀখֶ̐ 年ੜ�ాւप Μ͘

⾣

˛ౡݝで6݄に։͞࠵Εた
ɹୈ11ճ৯ҭਪਐશࠃେձ
ɹで͝ࢼ৯いたͩきɹ
ɹେධでしたɻ

Point
νʔトス
のΓ͓͠ຯの
ച্のҰ෦Λ
ʹݝຊ۽
ͨ͠·ෟ͠د

Point
̨̘ ఆ̎ݕ̧ ̏・ڃ ʹڃ
·͍ͯ֨͠߹໊͕��ܭྦྷ ʂ͢
2016年度、カルビーグループから
̨̘ 検̧定̎ に̑ڃ 名、̏ڃに̒ 名が合
֨しました。これで合֨者のྦྷ計が
29名になりました。C43の基ૅを
知ることは、自とੈքがどのよ͏
につながっているのかを理ղする
ことです。カルビーがະདྷにおい
ても࣋続Մで͋るよ͏に、ֶ ͼを
進めています。

ϑーυコミュニケーションͷ�ͭͷਪਐςーϚ

ָ͍͓ͭ͠ͷ
৯ํఏҊ

͓ͭ
コミュニケーション

ʮࣗવͷܙΈʯΛ
औΓ組Έ͔ͨ͠׆

ʮ҆શ・̓ ৺ʯʮڥʯͷ
औΓ組Έ

小ֶߍへの৯育ग़ுत業「カル
ビー・スφックスクール」を中心に
教育支ԉをしています。

ళ಄やެ共施設でのࢠに向け
たイベントで、カルビーの安全・
安心への取り組みやおやつのָ
しさを体ݧしてもらいます。

じゃがいものӫཆ研ڀ、ֶ 会発
ද、講ԋ会などを行っています。

カルビーの各取り組みを工場見
ֶを通してհしています。

「みちのくະདྷ基ۚ」は、౦本大災において྆またはいͣれかのをࣦったࢠどもたちの
大ֶٴͼઐ教育への進ֶ支ԉを目指し2011年に設立されました。2017年3月までに
638名にֶۚを給しました。カルビーは事務ہスタッϑをݣするとともに「370（みΜな
で応ԉ）ื ۚ」とい͏給༩からのدෟۚఱҾきや、工場でのイベ
ントग़ళചり上げ、自動ൢച機設ஔ料の一部など、さま͟まな活
動を通して支ԉを行っています。

౦ຊେ۽・ࡂຊ෮ࢧڵԉ
被災地には長期の支ԉをします。カルビー、カルビーϙテト、カルビー復ڵ支ԉ୲チームなどのメンバーが現地に足を運
ͼ、ॅ ຽのํʑとともに活動しています。

͓ͭΛ௨ͨ͡Ҭݙߩ
「人ʑの݈やかなくらしにݙߩする」ことを目的に、ۙなおやつを通して৯のਖ਼しい知識やָしさをえるϑードコミュ
ニケーション活動を全ࠃ各地で行っています。4つのਪ進テーマを掲げて、ৗに新たなコミュニケーションのग़に取り
組Μでいます。2016年度は「カルビー・スφックスクール」およͼ教材ఏ供によるत業の開催が計773͋ߍり、ࣇಐ・保ޢ
者56239名に͝参Ճいただきました。スφックスクールҎ外でも190ϱॴにて৯育活動を行い、従業員もԆ471名が
応ԉに参Ճしています。ϖοプΩοζ͓͜Γ·ଞͰ

৯ҭϫʔクγϣοプΛܧଓ͍ͯ͠·͢
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Webでご覧いただけるその他の取り組み http://www.calbee.co.jp/csr/social/region.php

ϖップΩッζこおりやまでの৯育ϫークショップ、スφックスクール、ࢠ
おやつ教ࣨを開催してౡݝ下で৯育活動を継続しています。ౡݝで
はࣇಐのංຬ向が問題になっているそ͏です。ࢠどもたちの݈やかな
成長にد༩できるよ͏今後も力します。

ԉࢧͼֶߍֶߴۀٶ

౦本大災で被災したٶ業高等ֶߍに対して、じゃがいもഓ
を中心としたֶͼ支ԉを2013年から行っています。কདྷ業の୲い
手となる生ె達に、じゃがいもを通じて業のษֶをਂめてもら͏こと
を目的としています。
2016年度はじゃがいも
の২えけ・ऩ֭の他、
イΦン名取ళでのൢച
体ݧも行いました。

ӹொͰ͡Ό͕͍ࣨڭΛ։͠࠵·ͨ͠

ʮެӹஂࡒ๏ਓΈͪの͘ະདྷۚجʯͰࢠͲͨͪのਐֶΛࢧԉ

本地で被害が大きかったӹொへ、ϑードバンクか͝しま様とϙテト۽
チップスなどの品をدଃしました。またආॴになっている安小ֶ
どもたちのসࢠ、ではじゃがいも教ࣨを開催しました。大มな環境の中ߍ
しخを見ることができてإ
い気࣋ちになりました。

ੴרのࢠͲͨͪͱ͡Ό͕͍ഓ

ੴ巻でのじゃがいもഓ支ԉは̑ 年目になりました。ऩ֭イベントに̍ࢠ ̌̌ 名
様に参Ճしていただきました。ऩ֭したじゃがいもはϑライしてύダーや
σΟップでΦリジφルϙテトチップスをָしみました。今後も継続してੴ巻のօ
様への一ॿになれれと思います。

ҬΛアϐʔϧ͢ΔΛൃച͠·ͨ͠

2016年5ʙ8月にかけて、ౡࢢとの共によりൢചした「ϙテトチップス�
いかにΜじΜຯ」が大人気となりました。この品は、カルビー社長、ҏ౻のग़
地、ౡݝのڷ土料理「いかにΜじΜ」のຯわいを࠶現したϙテトチップス
で地Ҭ限定品としてはҟྫの大ώット品となりました。

͓՛ࢠコンςストͰのͮ Γ͘のָ͠͞Λ͍͑ͯ·͢

2011年からお՛ࢠコンテストを実施しています。Ӊࢢٶとटݍの小ֶ生からूまっ
たアイσアの中から༏ल作品をカルビー開発メンバーが実際にお՛ࢠにします。2016
年度のテーマは「思わͣসっちゃ͏ ະདྷのお՛ࢠ」でした。̍ ɼ̏̑ 作̒品の中からબͼൈか
れた̍ 作̏品のアイσアをఏҊしたࣇಐと͝Ո、ֶ 関係者を3�%センターに͝ট待ߍ
してදজࣜを行いました。これからもコンテストを継続し、ものͮくりのָしさを発信して
いきます。

⾢お՛ࢠをטΉときの
ɹ͋͝のࠎのৼಈをར༻して
ɹԻ֊を࣮ݱɻ
ɹࠨはʮυʯをग़すా Μ͘

৯たときにԻ֊がなるʮυϨϛεςΟοΫʯ
提Ҋऀখֶ̐ 年ੜ�ాւप Μ͘

⾣

˛ౡݝで6݄に։͞࠵Εた
ɹୈ11ճ৯ҭਪਐશࠃେձ
ɹで͝ࢼ৯いたͩきɹ
ɹେධでしたɻ

Point
νʔトス
のΓ͓͠ຯの
ച্のҰ෦Λ
ʹݝຊ۽
ͨ͠·ෟ͠د

Point
̨̘ ఆ̎ݕ̧ ̏・ڃ ʹڃ
·͍ͯ֨͠߹໊͕��ܭྦྷ ʂ͢
2016年度、カルビーグループから
̨̘ 検̧定̎ に̑ڃ 名、̏ڃに̒ 名が合
֨しました。これで合֨者のྦྷ計が
29名になりました。C43の基ૅを
知ることは、自とੈքがどのよ͏
につながっているのかを理ղする
ことです。カルビーがະདྷにおい
ても࣋続Մで͋るよ͏に、ֶ ͼを
進めています。

ϑーυコミュニケーションͷ�ͭͷਪਐςーϚ

ָ͍͓ͭ͠ͷ
৯ํఏҊ

͓ͭ
コミュニケーション

ʮࣗવͷܙΈʯΛ
औΓ組Έ͔ͨ͠׆

ʮ҆શ・̓ ৺ʯʮڥʯͷ
औΓ組Έ

小ֶߍへの৯育ग़ுत業「カル
ビー・スφックスクール」を中心に
教育支ԉをしています。

ళ಄やެ共施設でのࢠに向け
たイベントで、カルビーの安全・
安心への取り組みやおやつのָ
しさを体ݧしてもらいます。

じゃがいものӫཆ研ڀ、ֶ 会発
ද、講ԋ会などを行っています。

カルビーの各取り組みを工場見
ֶを通してհしています。

「みちのくະདྷ基ۚ」は、౦本大災において྆またはいͣれかのをࣦったࢠどもたちの
大ֶٴͼઐ教育への進ֶ支ԉを目指し2011年に設立されました。2017年3月までに
638名にֶۚを給しました。カルビーは事務ہスタッϑをݣするとともに「370（みΜな
で応ԉ）ื ۚ」とい͏給༩からのدෟۚఱҾきや、工場でのイベ
ントग़ళചり上げ、自動ൢച機設ஔ料の一部など、さま͟まな活
動を通して支ԉを行っています。

౦ຊେ۽・ࡂຊ෮ࢧڵԉ
被災地には長期の支ԉをします。カルビー、カルビーϙテト、カルビー復ڵ支ԉ୲チームなどのメンバーが現地に足を運
ͼ、ॅ ຽのํʑとともに活動しています。

͓ͭΛ௨ͨ͡Ҭݙߩ
「人ʑの݈やかなくらしにݙߩする」ことを目的に、ۙなおやつを通して৯のਖ਼しい知識やָしさをえるϑードコミュ
ニケーション活動を全ࠃ各地で行っています。4つのਪ進テーマを掲げて、ৗに新たなコミュニケーションのग़に取り
組Μでいます。2016年度は「カルビー・スφックスクール」およͼ教材ఏ供によるत業の開催が計773͋ߍり、ࣇಐ・保ޢ
者56239名に͝参Ճいただきました。スφックスクールҎ外でも190ϱॴにて৯育活動を行い、従業員もԆ471名が
応ԉに参Ճしています。ϖοプΩοζ͓͜Γ·ଞͰ

৯ҭϫʔクγϣοプΛܧଓ͍ͯ͠·͢
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ಈํ׆ڥ
カルビーグループは企業理೦に「ࢲたちは、自然
のܙみを大切に活かし、おいしさとָしさをし
て、人ʑの݈やかなくらしにݙߩします。」を掲げ
ています。この企業理೦とC43活動のਫ਼ਆを環境
対策のํ針にも取り入れ、環境保全における役ׂ
をੵۃ的に果たͤるよ͏、さま͟まな環境施策に
取り組Μでいます。
2016年度は前年度にҾき続き「ϑロンഉग़抑制
法」への対応を進めたほか、生૿࢈の影響でഉਫ
のෛՙが૿えることから、ྔ 、質の྆໘でഉਫॲ
理に関する内部査を全15工場で実施しました。
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環境活動方針

Ϛωδϝンτڥ
๏ྩ対Ԡ
リスク管理

ըܭಈ׆ڥ
ਓࡒҭ

１

লΤω・লݯࢿ
୯Ґݪʗݮಈྔ׆
Τコ品։ൃ

２ ॥ݯࢿ
リαイクル
θϩΤミοション˞

３

コミュニケーション
ॻࠂใڥ
ΤコϚーク品

４

ಈํͱ̐׆ڥ ຊப

コスト・リダクション

ಈਪਐମ੍׆ڥ˙

˙����ͷ׆ۀࣄಈͱڥෛՙͷશମ૾

マネジメントのਪਐڥ
生࢈管理部を中心に、環境に関するഉग़目ඪ達成に向け全社で
取り組みをਪ進しています。「全社エネルギー管理委員会」「全社
ഇغ物管理委員会」「全社ഉਫ管理委員会」のもと、テーマผの
会議を定期開催し、環境マネジメントのP%C"αイクルをまわし
ています。また、全従業員に向けた啓発活動を実施し、全社一ؙ
となって環境目ඪの達成に取り組む風土ͮくりにも取り組Μで
います。
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カルビーグループ全従業員の環境意識を高めるために、生࢈管理部が
中心となって制作している環境啓発πール。2010年4月より毎月発行
されており、現ࡏの地ٿ環境のঢ়گや環境用ޠのղઆ、カルビーの各
グループ会社・工場における環境の取り組みなどをհしています。

集計対象組織：国内カルビーグループ会社

※「じゃがいも収穫～輸送」「輸送トンキロ」「紙容器 プラスチック」は2015年度実績
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ಈํ׆ڥ
カルビーグループは企業理೦に「ࢲたちは、自然
のܙみを大切に活かし、おいしさとָしさをし
て、人ʑの݈やかなくらしにݙߩします。」を掲げ
ています。この企業理೦とC43活動のਫ਼ਆを環境
対策のํ針にも取り入れ、環境保全における役ׂ
をੵۃ的に果たͤるよ͏、さま͟まな環境施策に
取り組Μでいます。
2016年度は前年度にҾき続き「ϑロンഉग़抑制
法」への対応を進めたほか、生૿࢈の影響でഉਫ
のෛՙが૿えることから、ྔ 、質の྆໘でഉਫॲ
理に関する内部査を全15工場で実施しました。
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カルビーグループ全従業員の環境意識を高めるために、生࢈管理部が
中心となって制作している環境啓発πール。2010年4月より毎月発行
されており、現ࡏの地ٿ環境のঢ়گや環境用ޠのղઆ、カルビーの各
グループ会社・工場における環境の取り組みなどをհしています。

集計対象組織：国内カルビーグループ会社

※「じゃがいも収穫～輸送」「輸送トンキロ」「紙容器 プラスチック」は2015年度実績
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ʯΛۀࣄؒҰ体লΤネϧΪʔॳのʮࠃ
ΑΓਪਐʹۀڠ
ΩϠϊン、ޫٱ製ༀ、カルビーの3社は、清原工業団地
（ಢݝӉࢢٶ）内7事業ॴと౦ژΨスとのڠ業によ
り、3万L8ڃのΨスコージェネレーションシステムを備
えた「清原工業団地エネルギーセンター（仮称）」ݐ設に
参画。2019年1月のॡ工をめ͟しݐ設中です。
ҟ業छෳ事業ॴ向けに電力と熱（ৠ気やԹਫ）を合わ
ͤて供給する「工場ؒ一体省エネルギー事業」は、ࠃ内初
となります。ۙ する7つの事業ॴとエネルギーを共有
することで大෯な省エネやCO2削減効果が見ࠐまれて
います。

ϑϩンഉग़制๏のରԠ
2015年4月の「ϑロンഉग़抑制法」の施行にともない、
生࢈管理部が中心となって、指定範ғの全ての工場、事
業ॴにおいて機छ点検や調査を実施し、ద切な機ثの
管理を行っています。

カルビーは、500LNҎ上の上՟
物༌ૹの͏ち30�Ҏ上మ道をར用
している場合に認められるエコレー
ルマーク認定を受けています。

༌ૹ࣌ʹൃੜ͢ΔC0�のݮ
カルビーは2007年に「特定ՙ主˞」に指定され、原୯Ґ
削減に取り組Μでいます。物ྲྀ会社とのڠಇにより、配
ૹルートの見直しや、エコドライϒによる೩අ改善、共
ಉ配ૹの֦大、長ڑ༌ૹのモーダルシϑト（トラック
ˠమ道）などに取り組Μでいます。

ಉૹにΑるڞ●
ྔݮ$02 U�$02

 %ࡌ

C0�ഉग़ྔݮのऔΓΈ
2016年3月よりカルビーϙテトଳ工場において、"ॏ༉から-/(	ӷ化ఱ
然Ψス
へのసが本֨的にՔಇしたことにより、エネルギー効が向上し
ました。また、バイΦマスϘイラー˞高効運సの実施など、さま͟まな取り
組みにより2016年はエネルギー効、CO2ഉग़ྔともに、生ྔ࢈の૿Ճに
い総ྔは૿えたものの、原୯Ґでは目ඪを達成することができました。
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Webでご覧いただけるその他の取り組み http://www.calbee.co.jp/csr/enWironment/preWention.php
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نٿの՝Ͱ͋Δީؾมಈʹର͠
άϧʔプશ体ͰऔΓΈ·͢

Թஆ化ࢭのऔΓΈ
4%(Tͱのؔ࿈

Point
-/(の೩ྉస
-/(はӷ化ఱ然Ψスのこと。
೩ম時にེԫࢎ化物やいԎ
などが発生しないクリーンな
エネルギーです。-/(へのస
200などにより年ؒで約2
トンのCO2を削減しました。

˞バイΦマスϘイラー
ɹ化ੴ೩料のわりに࠶生ՄなバイΦマス（ ɿྫ
ɹ質チップなど）を೩料として用するϘイラー

●ΤίυϥΠϒのਪਐ

˞ू計対象組織ɿࠃ内カルビーグループ会社˞特定ՙ主
省エネ法により、年度の༌ૹྔが3000万トンΩロをえる場合に指定され、
省エネ計画の作成とエネルギー用ྔの定期報告がٛ務けられています。

˞ू計対象組織ɿࠃ内カルビーグループ会社
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ΑΓਪਐʹۀڠ
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ͤて供給する「工場ؒ一体省エネルギー事業」は、ࠃ内初
となります。ۙ する7つの事業ॴとエネルギーを共有
することで大෯な省エネやCO2削減効果が見ࠐまれて
います。

ϑϩンഉग़制๏のରԠ
2015年4月の「ϑロンഉग़抑制法」の施行にともない、
生࢈管理部が中心となって、指定範ғの全ての工場、事
業ॴにおいて機छ点検や調査を実施し、ద切な機ثの
管理を行っています。

カルビーは、500LNҎ上の上՟
物༌ૹの͏ち30�Ҏ上మ道をར用
している場合に認められるエコレー
ルマーク認定を受けています。

༌ૹ࣌ʹൃੜ͢ΔC0�のݮ
カルビーは2007年に「特定ՙ主˞」に指定され、原୯Ґ
削減に取り組Μでいます。物ྲྀ会社とのڠಇにより、配
ૹルートの見直しや、エコドライϒによる೩අ改善、共
ಉ配ૹの֦大、長ڑ༌ૹのモーダルシϑト（トラック
ˠమ道）などに取り組Μでいます。

ಉૹにΑるڞ●
ྔݮ$02 U�$02

 %ࡌ

C0�ഉग़ྔݮのऔΓΈ
2016年3月よりカルビーϙテトଳ工場において、"ॏ༉から-/(	ӷ化ఱ
然Ψス
へのసが本֨的にՔಇしたことにより、エネルギー効が向上し
ました。また、バイΦマスϘイラー˞高効運సの実施など、さま͟まな取り
組みにより2016年はエネルギー効、CO2ഉग़ྔともに、生ྔ࢈の૿Ճに
い総ྔは૿えたものの、原୯Ґでは目ඪを達成することができました。
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ʹΊ͍ͨͩͨͯ͘͡ײʹΛΑΓۙڥ

コϛϡχέʔγϣンڥ

ຊのͱਫͱۭؾΛकΔݙߩڥプラοトϑΥʔϜのӡӦ
カルビーグループのカルネコ᷂は、ྛٵऩܥクレジットのྲྀ通プ
ラットϑΥーム（&7*ɿ&DP�7BMVF�*OUFSDIBOHF）の運営を通じて、
本のྛ保ޢにݙߩしています。2016年度はൢଅπールおよͼ配
ૹࢿ材の製時にഉग़するCO2全ྔのカーϘン・Φϑセットを実施
しました。品をߪ入したお客様が͝自のきなエリアのを支
ԉできるΩϟンϖーンをコーσΟネイトするなど、人ʑと環境ݙߩ
をもっとۙにする活動を多く行っています。

ͲͨͪʹଃఄࢠֆຊΛڥ
༮いこΖからの大切さを感じてもらえるよ͏
2014年に環境ֆ本を製作しました。2016年度
までにྦྷ計1000セット͋まりを༮ஓԂや保育Ԃ
にدଃしています。2016年度は新ץも発行して、
合計̒ छから年ྸに͋ったֆ本がબるよ͏ にな
りました。

ύζϧͨͬΛࡐ࢈ࠃ ʮ͕ουσβインʯड
カルネコが開発した「"��GPS��BOJNBMど͏
ͿつアルϑΝベットύζル」が「ッドσ
βイン2016」およͼ「ιーシϟルプロ
ダクπ・アϫード2017」を受しました。

向�ともみ
カルネコ（ג）C47ਪ進ࣨ

VOICE

のΊ͙ΈΛ͓٬༷のखʹ
カルネコ（ג）でࠃ内材を用したϊベルテΟや品の開発をし
ています。海外のെるඞ要のないをわͣ、ࠃ内のെ࠾時期
のやؒെ材を活用しています。から品となり、ߪ入いた
だけた時はとてもخしいです。ࢁにおۚをؐྲྀする事でもࢁ
も、自然環境もະདྷ環境もྑくなります。
全ࠃでに関わる人ʑとのަྲྀも͋り、また本をݩ気にする
。しいですخ事に携わっている事が

॥ࣾܕձͷ࣮ݯࢿ͚ʹݱͷ�3ʹͭͱΊ·͢

༺׆の༗ޮݯࢿ

ࣗવのܙΈΛେʹ͔͍ͭ
͢·Λ͢͢Ί͍ͯ࢈ଓՄͳੜ࣋

๛͔ͳࣗવΛकΔͨΊʹ
͓٬༷ͱͱʹาΜͰ͍͖·͢

ഇغྔのݮͱݯࢿ࠶化
ผऩूのਪ進やഇغ物発生ྔの抑
制、リαイクルϑローの策定、さのࣂ
料化、ඍ生物によるഉਫড়化など、「θロ
エミッションのਪ進」と「リαイクル」を柱
に活動しています。また、ഇغ物ॲ理の
委ୗઌとの連携によってഇغ物の有価
物化、用్開発にも取り組Μでいます。
また、「全社ഇغ物管理委員会」によるス
Ωルアップセミφーでは、各工場でのഇ
。物管理力の向上を図っていますغ

͡Ό͕͍͞のࣂྉ化
新Ӊٶ工場では全ࠃཙ業ڠಉ組合連合会等と連携し、じゃが
いもさのࣂ料化に取り組Μでいます。さをೕڇ用のࣂ料とす
るには安全性、保ଘ性、ӫཆ໘、ᅂ性など、さま͟まな課題が͋り
ますが、ס૩によって減ྔ化し、ࣂ料としての価を向上さͤる研
。にも取り組Μでいますڀ

ਫ・ྔのリαイクϧޮ化
カルビーグループでは2020年までに「ਫ」と「ഇغ物」における原୯Ґの30ˋ削減
	2009年度ൺ
を目ඪとしています。
ਫとエネルギーの効的なリαイクルを実現するために、Ψーσンベーカリー（ג）
ではύンの運ൖ༰ثのચড়ਫの࠶ར用に「6'ບॲ理」を導入。これによって約90ˋ
のਫと約40ˋのエネルギーが、リαイクルՄとなりました。
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Webでご覧いただけるその他の取り組み http://www.calbee.co.jp/csr/enWironment/bio.php
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ຊのͱਫͱۭؾΛकΔݙߩڥプラοトϑΥʔϜのӡӦ
カルビーグループのカルネコ᷂は、ྛٵऩܥクレジットのྲྀ通プ
ラットϑΥーム（&7*ɿ&DP�7BMVF�*OUFSDIBOHF）の運営を通じて、
本のྛ保ޢにݙߩしています。2016年度はൢଅπールおよͼ配
ૹࢿ材の製時にഉग़するCO2全ྔのカーϘン・Φϑセットを実施
しました。品をߪ入したお客様が͝自のきなエリアのを支
ԉできるΩϟンϖーンをコーσΟネイトするなど、人ʑと環境ݙߩ
をもっとۙにする活動を多く行っています。

ͲͨͪʹଃఄࢠֆຊΛڥ
༮いこΖからの大切さを感じてもらえるよ͏
2014年に環境ֆ本を製作しました。2016年度
までにྦྷ計1000セット͋まりを༮ஓԂや保育Ԃ
にدଃしています。2016年度は新ץも発行して、
合計̒ छから年ྸに͋ったֆ本がબるよ͏ にな
りました。

ύζϧͨͬΛࡐ࢈ࠃ ʮ͕ουσβインʯड
カルネコが開発した「"��GPS��BOJNBMど͏
ͿつアルϑΝベットύζル」が「ッドσ
βイン2016」およͼ「ιーシϟルプロ
ダクπ・アϫード2017」を受しました。
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カルネコ（ג）C47ਪ進ࣨ

VOICE

のΊ͙ΈΛ͓٬༷のखʹ
カルネコ（ג）でࠃ内材を用したϊベルテΟや品の開発をし
ています。海外のെるඞ要のないをわͣ、ࠃ内のെ࠾時期
のやؒെ材を活用しています。から品となり、ߪ入いた
だけた時はとてもخしいです。ࢁにおۚをؐྲྀする事でもࢁ
も、自然環境もະདྷ環境もྑくなります。
全ࠃでに関わる人ʑとのަྲྀも͋り、また本をݩ気にする
。しいですخ事に携わっている事が
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ഇغྔのݮͱݯࢿ࠶化
ผऩूのਪ進やഇغ物発生ྔの抑
制、リαイクルϑローの策定、さのࣂ
料化、ඍ生物によるഉਫড়化など、「θロ
エミッションのਪ進」と「リαイクル」を柱
に活動しています。また、ഇغ物ॲ理の
委ୗઌとの連携によってഇغ物の有価
物化、用్開発にも取り組Μでいます。
また、「全社ഇغ物管理委員会」によるス
Ωルアップセミφーでは、各工場でのഇ
。物管理力の向上を図っていますغ

͡Ό͕͍͞のࣂྉ化
新Ӊٶ工場では全ࠃཙ業ڠಉ組合連合会等と連携し、じゃが
いもさのࣂ料化に取り組Μでいます。さをೕڇ用のࣂ料とす
るには安全性、保ଘ性、ӫཆ໘、ᅂ性など、さま͟まな課題が͋り
ますが、ס૩によって減ྔ化し、ࣂ料としての価を向上さͤる研
。にも取り組Μでいますڀ

ਫ・ྔのリαイクϧޮ化
カルビーグループでは2020年までに「ਫ」と「ഇغ物」における原୯Ґの30ˋ削減
	2009年度ൺ
を目ඪとしています。
ਫとエネルギーの効的なリαイクルを実現するために、Ψーσンベーカリー（ג）
ではύンの運ൖ༰ثのચড়ਫの࠶ར用に「6'ບॲ理」を導入。これによって約90ˋ
のਫと約40ˋのエネルギーが、リαイクルՄとなりました。
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コʔϙϨʔト・Ψόφンス体制
カルビーは「ސ客・取Ҿઌから、࣍に従業員とそのՈから、そしてコミュニテΟから、最後にג主からଚܟされ、ࢍさ
れ、そしてѪされる会社になる」とい ビ͏ジョンのもと、すてのステークϗルダーの信པと期待に応え、企業価の
向上を図ることをコーϙレート・Ψバφンスの基本としています。この基本的な考えํに基ͮき、経営のಁ໌性、効
性を高め、内部統制の組み、コンプライアンス体制のॆ実を図るく、コーϙレート・Ψバφンスの強化・ॆ 実にめ
ています。

査会・査
会社法関連法令に基ͮく査役会設ஔ会
社制を࠾用しています。査役会は、社外
査役2名を含む計3名で構成され、経営
のಁ໌性を確保するとともに、経営に対す
る、ࢹ査機を果たしています。

Ӧ委員会ܦ
原ଇとして毎月1回Ҏ上、会長、社長含む上ࣥڃ行役員8名と主要ࢠ会社社長2名およͼ営業企画本部長と営業本部
長の計12名を定ྫメンバーとして経営委員会を開催し、業務ࣥ行のঢ়گと課題の検証、ॏ要Ҋ݅の事前౼議等を
行っています。

෦౷制
ۚ༥品取Ҿ法の施行に 「͏内部統制報告制度」への対応として「内部統制委員会」を設ஔし、内部統制の構築・評
価を進めています。
また、会社法に基ͮく「内部統制システムの整備に関する基本ํ針」を取締役会においてܾ議し、各छ規程ྨの整備や
リスク管理ঢ়گの確認を実施しています。

औక会・員体制
取締役会はಠ立性の高い社外取締役5名を含む計7名（͏ちঁ性2名、外ࠃ人1名）で構成され、原ଇとして毎月1回定
期開催し、法定事項のܾ議、ॏ要な経営ํ針・ઓུの策定およͼܾ定、業務ࣥ行のಜなどを行っています。社外取
締役は経営者としての๛な経ݧや高い見識を࣋ち、ಠ立した立場からのಜ機として役ׂを果たしています。
2016年度において、全取締役の取締役会へのग़੮は93�でした。
また、業務ࣥ行は、ࣥ 行役員24名（͏ちঁ性7名）をબ任しݖ限委ৡした組織運営を行い、迅速な意思ܾ定と業務ࣥ行
任の໌確化をՄとする体制ͮくりをਪ進しています。なお、ࣥ 行役員の͏ち、特に委される業務がॏ要かつ
範にわたり、従業員を有しないࣥ行役員を上ࣥڃ行役員としています。

コʔϙϨʔト・Ψόφンス

■コʔϙϨʔτ・Ψόφンス体制図

■コʔϙϨʔτ・Ψόφンス
ɹ体制ͷมભ

マネジメントɺ̨̧̘ ͨ͠·ಈਪਐ͕දজ͞Ε׆
カルビーは、本৯ྐ新ฉ社が主催する「ୈ25回৯品安全安心・環境ݙߩ」
を受しました。このは、	1
継続的な改善を図るマネジメントシステムを構
築し、	2
C43報告ॻ、環境報告ॻなどでద切に報開ࣔしていて、安全・安心
関連、環境保全、社会ݙߩに取り組Μで実を上げ、業քの範となるよ͏な企
業・団体で、他の企業・団体とൺֱできる目ඪを࣋ち、実現していることがબ考
基४です。カルビーは特に「地Ҭにݙߩする৯品リαイクルなどのC43活動
のਪ進」が評価されました。

マネジメント
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内部統制委員会

●社外取締役の数・全取締役に
占める割合

名（71%）

●社外監査役の数・全監査役に
占める割合

名（67%）

●女性監査役の数・全監査役に
占める割合

名（33%）

●女性取締役の数・全取締役に
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これまでに実施したコーϙレー
ト・Ψバφンス体制強化の取り
組みはӈهの通りです。

Webでご覧いただけるその他の取り組み http://www.calbee.co.jp/csr/management/
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コʔϙϨʔト・Ψόφンス体制
カルビーは「ސ客・取Ҿઌから、࣍に従業員とそのՈから、そしてコミュニテΟから、最後にג主からଚܟされ、ࢍさ
れ、そしてѪされる会社になる」とい ビ͏ジョンのもと、すてのステークϗルダーの信པと期待に応え、企業価の
向上を図ることをコーϙレート・Ψバφンスの基本としています。この基本的な考えํに基ͮき、経営のಁ໌性、効
性を高め、内部統制の組み、コンプライアンス体制のॆ実を図るく、コーϙレート・Ψバφンスの強化・ॆ 実にめ
ています。

査会・査
会社法関連法令に基ͮく査役会設ஔ会
社制を࠾用しています。査役会は、社外
査役2名を含む計3名で構成され、経営
のಁ໌性を確保するとともに、経営に対す
る、ࢹ査機を果たしています。

Ӧ委員会ܦ
原ଇとして毎月1回Ҏ上、会長、社長含む上ࣥڃ行役員8名と主要ࢠ会社社長2名およͼ営業企画本部長と営業本部
長の計12名を定ྫメンバーとして経営委員会を開催し、業務ࣥ行のঢ়گと課題の検証、ॏ要Ҋ݅の事前౼議等を
行っています。

෦౷制
ۚ༥品取Ҿ法の施行に 「͏内部統制報告制度」への対応として「内部統制委員会」を設ஔし、内部統制の構築・評
価を進めています。
また、会社法に基ͮく「内部統制システムの整備に関する基本ํ針」を取締役会においてܾ議し、各छ規程ྨの整備や
リスク管理ঢ়گの確認を実施しています。

औక会・員体制
取締役会はಠ立性の高い社外取締役5名を含む計7名（͏ちঁ性2名、外ࠃ人1名）で構成され、原ଇとして毎月1回定
期開催し、法定事項のܾ議、ॏ要な経営ํ針・ઓུの策定およͼܾ定、業務ࣥ行のಜなどを行っています。社外取
締役は経営者としての๛な経ݧや高い見識を࣋ち、ಠ立した立場からのಜ機として役ׂを果たしています。
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カルビーは、本৯ྐ新ฉ社が主催する「ୈ25回৯品安全安心・環境ݙߩ」
を受しました。このは、	1
継続的な改善を図るマネジメントシステムを構
築し、	2
C43報告ॻ、環境報告ॻなどでద切に報開ࣔしていて、安全・安心
関連、環境保全、社会ݙߩに取り組Μで実を上げ、業քの範となるよ͏な企
業・団体で、他の企業・団体とൺֱできる目ඪを࣋ち、実現していることがબ考
基४です。カルビーは特に「地Ҭにݙߩする৯品リαイクルなどのC43活動
のਪ進」が評価されました。
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これまでに実施したコーϙレー
ト・Ψバφンス体制強化の取り
組みはӈهの通りです。

Webでご覧いただけるその他の取り組み http://www.calbee.co.jp/csr/management/
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コンプライアンス意識の浸透
カルビーグループは、法令や社会規範の遵守こそ事業活動を支える根幹と考え、2006年に「グループ行動規範」と
「グループ行動指針」を制定しました。グループビジョンとともに、経営トップより全従業員に対してこれらの周知徹底
を図っています。
具体的には、エシックスカード（グループ行動規範）の携行、全管理職層向けの「コンプライアンス通信」の配信、「倫理・
リスク管理部だより」の社内報への掲載などを実施しています。また2015年度からは、新任管理職研修を着任前に実
施するなど、リーダー層への教育を強化しています。
コンプライアンス意識の向上への取り組み成果は、毎年1回実施している「意識調査」によってチェックされ、継続的な
改善が行われています。

コンプライアンス・リスク管理体制の強化
カルビーグループは、法令や社会的倫理を遵守し、法令違反を含めた事業上のリスクを把握して予防策を講じていく
ために、2007年に「コンプライアンス・リスク管理規程」を制定し、「コンプライアンス・リスク対策会議」のもと、体制強
化を進めています。また、想定される高度なリスクに対応するため、外部有識者を委員長とする「コンプライアンス・リ
スク諮問委員会」（5名中2名が社外）を設けています。さらに、コンプライアンス教育にも力をいれており、コンプライ
アンス・リスク対策会議メンバーに対し、経営層向け研修を実施しています。現場レベルでも、管理体制の強化を目指
して新任管理職を対象とした通信教育を行っています。

コンプライアンス・リスク諮問委員会
四半期に一度開催される本委員会は、外部有識者を委員長とし、その他1名の外部委員とCOO、人事総務本部長、管
理本部長を主要メンバーとして構成されています。
環境や品質に関わる問題などの経営リスクや、コンプライアンスに関わる問題、課題を報告し、外部有識者メンバーか
らの客観的な意見・指導を受けることにより改善につなげていく機会となっています。

リスクマネジメント体制
カルビーグループでは、企業を取り巻く多様な経営リスクに対応するため、2007年より「危機管理規程」を制定し、内
部統制システム構築の過程で各事業本部・グループ会社の経営リスクの把握と評価作業を行っています。特に製品
の安全性や原材料の調達に関するリスクには、品質保証本部が中心となって予防策を講じるとともに、迅速に対応で
きる体制を整えています。また、年1回「法令遵守総点検」を各事業本部・グループ会社において実施し、約400項目に
わたって事業運営に関する点検事項をチェックしています。
本社の各本部が中心となり作成したリスクマップを定期的に見直し、万が一の災害や事故に対しても被害を最小限に
抑えて迅速な復旧を図るための組織体制を整備しています。

BCPの整備
カルビーグループでは、2010年度に「危機管理体制整備のプロジェクト」を立ち上げ、毒物混入、不祥事、自然災害等
が発生した際の事業継続計画（BCP）を策定･運用しています。関係会社を含む全拠点においてBCPマニュアルの策
定と更新を進め、グループ全体の緊急時対応力の強化を図っています。また従業員の安全確保、事業継続の基盤とし
て、全員が安否確認システムに登録しています。
また、2016年8月に電力と熱の供給契約を締結した「清原工業団地エネルギーセンター（仮称）」は、省エネ・CO2削減
のほか、BCPの観点からも効果が期待されるものです（詳細は本誌P29、P43参照）。

コンプライアンス意識調査の結果
コンプライアンス総合評価点について過去4年連続でアップしていましたが、北海道における自然災害によるじゃ
がいも不足が、社内の士気や従業員のモチベーションに影響したと思われ、2016年度は初めて前年度を下回る
結果となりました。コンプライアンス・リスク対策会議では、この調査結果を真摯に受け止め、社内のモチベーショ
ン低下によるリスクについて、全役員が危機感を共有するとともに、改善に向けての迅速な意思確認を図りまし
た。今回、評価点は下がったものの調査結果から、従業員一人ひとりが会社のリスクに対してしっかり認識すること
の大切さが、改めて浮き彫りになりました。
今後も「コンプライアンスの3本柱」と定める「組織風土」「意識・コミュニケーション」「規制・体制・手続」を中心に、
グループ全体へ教育・啓発活動を継続的に展開していきます。

■意識調査
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個人の不正を許容したり、組織
ぐるみで問題を隠ぺいしたりす
る組織体質になっていないか

意識・コミュニケーション
組織の自主的な改善機能に問題
はないか
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組織における規則や体制・手続
きが、活きたインフラとして機
能しているか
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■コンプライアンス・リスク管理体制組織図
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コンプライアンス意識の浸透
カルビーグループは、法令や社会規範の遵守こそ事業活動を支える根幹と考え、2006年に「グループ行動規範」と
「グループ行動指針」を制定しました。グループビジョンとともに、経営トップより全従業員に対してこれらの周知徹底
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リスク管理部だより」の社内報への掲載などを実施しています。また2015年度からは、新任管理職研修を着任前に実
施するなど、リーダー層への教育を強化しています。
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て、全員が安否確認システムに登録しています。
また、2016年8月に電力と熱の供給契約を締結した「清原工業団地エネルギーセンター（仮称）」は、省エネ・CO2削減
のほか、BCPの観点からも効果が期待されるものです（詳細は本誌P29、P43参照）。
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コンプライアンス総合評価点について過去4年連続でアップしていましたが、北海道における自然災害によるじゃ
がいも不足が、社内の士気や従業員のモチベーションに影響したと思われ、2016年度は初めて前年度を下回る
結果となりました。コンプライアンス・リスク対策会議では、この調査結果を真摯に受け止め、社内のモチベーショ
ン低下によるリスクについて、全役員が危機感を共有するとともに、改善に向けての迅速な意思確認を図りまし
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の大切さが、改めて浮き彫りになりました。
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S u s t a i n a b i l i t y

R e p o r t  

2 0 1 7

有害物質を含む湿し水を使用しな
い、水なし印刷方式にて印刷して
います。

揮発性有機化合物（VOC）を含ま
ない植物油100%のNon-VOCイ
ンキを使用しています。

だれにも読みやすい、ユニバーサ
ルデザインフォントを使用してい
ます。

適切に管理された森林からの木材
製品であることを証明する、ＦＳＣ
森林認証紙を使用しています。

http://www.calbee.co.jp/q/csr/

社名
本社所在地

電話番号
設立

代表取締役会長 兼 CEO
代表取締役社長 兼 COO

事業内容
売上高

従業員数

関連会社【国内】

関連会社【海外】

事業本部
自社工場

協力工場
支店

物流拠点
研究開発本部

カルビー株式会社
〒100-0005 東京都千代田区丸の内1-8-3 丸の内トラストタワー本館22階
03-5220-6222（代表）
1949年4月30日
松本 晃
伊藤 秀二
菓子・食品の製造・販売

（連）2,524億20百万円（2017年3月期実績）
（連）3,860人［3,726人］（2017年3月31日現在）
※外書き［　］は臨時従業員の年間平均雇用人数
カルビーポテト(株)、スナックフード・サービス(株)、ガーデンベーカリー(株)、
タワーベーカリー(株)、(株)カルナック、カルビー・イートーク（株）、
ジャパンフリトレー(株)、カルネコ(株)
カルビーノースアメリカ／米国　カルビータナワット／タイ
カルビーフォーシーズ有限公司／香港　CFSS有限公司／中国
青島カルビー食品有限公司／中国　烟台カルビー商貿有限公司／中国
ヘテ・カルビー／韓国　台湾カルビー股份有限公司／台湾
カルビーウィングスフード／インドネシア　カルビーUK／英国
カルビーURC／フィリピン　カルビーモウセン／シンガポール　
カルビーＥコマース／香港　カルビーオーストラリア／オーストラリア
北海道、東日本、中日本、西日本
北海道、新宇都宮、清原、研究開発本部、下妻、各務原、京都、湖南、広島東棟、
広島西棟、鹿児島
カルビーポテト帯広工場、北海道フーズ、ポテトフーズ（東松山工場）
北海道、東日本、東京、中部、近畿、中四国、九州
北海道、宇都宮、東松山、各務原、滋賀、広島、鹿児島
宇都宮
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